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美貌の公爵様が慈善事業にいそしむ娘に一目惚れしました
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第一章

公爵様との出逢い











　――豪華絢爛を極める催しと言えば、このラリアント王国においては、国王主催の王宮舞踏会がそれに当たるものだろう。

　社交期のあいだ、何度か催される王宮の大広間での舞踏会だが、今年は建国からちょうど五十年の節目の年ということもあり、例年以上に豪勢な催しとなっていた。

　天候にも恵まれ、ここ数年は豊作が続いていることもあり、王宮を訪れる貴族たちも皆ほくほくと満ち足りた表情を浮かべている。

　特に年若い青年や令嬢たちは、胸をときめかせる出逢いを求め、頬を染めながら登城している状態だ。

　――そんな中、ロルディ伯爵家の令嬢であるアリスだけは、顔色を真っ青にして、ハンカチで口元を押さえている有様だった。

「さすがに王宮舞踏会ともなると、すごい熱気だが……まさかこんなに早いうちに倒れそうになるとは。おまえは本当にこういう場に弱いな、アリス」

「ごめんなさい、お兄様……」

　若きロルディ伯爵がため息をつく横で、アリスはただでさえ小柄な身体を小さく丸めてうなだれた。

　たいていの令嬢はそうやってうつむいているところを見られると、「陰気だ」とか「不器量なのか？」と揶揄されるものだが、宵闇の中でも明るく輝く金髪と、どことなく頼りない風情が相手の庇護欲を刺激してしまうらしく、アリスが声をかけられる確率は驚くほど高い。

　だが物心ついたときから重度の恥ずかしがり屋で引っ込み思案のアリスは、ひとの多いところに出向くだけで、緊張のあまり息苦しさを覚えたり、貧血になってふらついたりしてしまう。

　おかげで誰かに声をかけられようものなら飛び上がらんばかりに驚き、緊張感がいっそう煽られ、あえなく体調を崩してしまうのだ。社交界デビューしてからも、本当に重要な催し以外は積極的に足を運ぶことすらなかった。

　――しかし、今日は国王主催の王宮舞踏会。

　原則として、すべての貴族が参加することを義務づけられている催しだ。参加を免除されるのは、まだ幼く社交界にデビューしていない者、病気や喪中などの理由で人前に出てこられない者のみである。

　アリスの兄であるクラウス・ロルディ伯爵は、すでに妻を娶っているが、彼女が出産間近の臨月に入ったために、今日は妹アリスをパートナーにしていた。

　アリスも兄と義姉の面目のために、最初に行われる国王への挨拶までは、なんとか気力を奮い立たせたけれど――

　無事に挨拶を終え御前を下がった途端、疲れがどっと押し寄せ、あえなく調子を悪くしてしまったのだ。

　兄クラウスも妹の虚弱さを理解していたので「挨拶の最中に倒れなかっただけマシか」と呟き、妹を休憩室へ連れていくところだった。

「そこの角を曲がれば、休憩用に用意されている客室だ。歩けるか？」

「ええ、大丈夫……。ここは少し薄暗いから、落ち着いてきたみたい」

　大勢の貴族が集まる広間は、とにかく明かりが多くきらびやかで、着飾った人々が絶え間なく行き交うこともあり、入った瞬間に人酔いを起こすほどだった。

　その点、明かりが抑えられている廊下は目にも優しいし、涼しくて落ち着ける。気持ち悪さもずいぶんマシになって、アリスはほっと息をついた。

　そのとき、向かいから歩いてきた青年たちが、兄を見つけて軽く手を上げる。

「ああ、ロルディ伯爵、ちょうどいいところに……」

「なにかありましたか？」

「先日の議題の件でちょっと……」

　どうやら仕事関連の話らしい。兄クラウスは普段は王宮で文官として働いているのだ。

　多忙を極める部署なので、舞踏会が行われている最中でも働いているひとがいるらしい。

　声をかけてきた相手が、込み入った話をしたいという雰囲気だったので、アリスは兄にそっと声をかけた。

「お兄様、わたしは先に休憩室に入っていますから、どうぞ行ってくださいませ」

「大丈夫か？　まだ顔色が悪いが」

「ええ。お部屋はすぐそこですし、大丈夫ですわ」

　これ以上兄の手を煩わせてはいけないという意識もあって、アリスは頷く。クラウスは心配そうにしていたものの、すぐに戻ると言い残して、足早にその場をあとにした。

　兄を見送ってから、アリスは壁に手を突きつつ、兄が示した角を曲がる。言われたとおり、そこには客間とおぼしき扉がいくつも連なっていた。

　だが少し奥で何人かの青年が集まって、ひそひそと話しているのを見て身体が強張る。

　本能的にいやな予感を覚えたとき、青年の一人がこちらに目を向け、ニヤリとした。

「おや、ずいぶん可愛い子がきたな。君、一人なの？」

「お付きの人間はいないみたいだな……もしかして撒いてきたか？」

「だったらちょうどいい。僕たちと少し話をしようよ」

　軽薄な言葉を吐きながら、青年たちはあっという間に近寄ってきてアリスを囲い込む。

　背の高い男性に見下ろされる格好になり、アリスは恐怖で震える声を紡いだ。

「い、いえ、結構です。気分が悪いので、休ませてもらおうと思っただけで……」

「それなら、俺たちが使っていた部屋においで。存分に休ませてあげるよ――」

　青年の一人が素早く腕を掴んできて、アリスはひっと声にならない悲鳴を上げる。逃げる間もなく引きずり込まれそうになり、彼女は必死に踏ん張った。

「や、やめてください……！　手を離してっ」

「おびえてるの？　可愛いなぁ」

　青年たちは愉快そうにニヤニヤ笑う。そのうち一人がアリスの髪に鼻先を埋め匂いを嗅いできた。

「なんて綺麗な金髪だ。真っ白い肌も、水色の瞳も人形みたいで可愛いな……。これは楽しめそうだ」

　アリスは芯から震え上がる。

　周囲の青年たちは仲間の無遠慮な言動をたしなめるどころか、そろって意地の悪い笑みを浮かべた。それがアリスにはたまらなく怖くて仕方がない。

　助けを呼ぼうにも、声が喉に張りついたように、まともな言葉が出てこなかった。

「こっちにおいでよ」

　そのうちぐいっと腕を引かれて、アリスは短く悲鳴を上げた。

「だ、だれかっ、たすけて……！」

　かすれた声で懸命に叫び、必死に踏ん張っていると――

「――うら若い令嬢相手に、よってたかってなにをしている」

　不機嫌そのものの声が聞こえて、アリスのみならず全員が一瞬動きを止めた。

「ああ？　邪魔するなよ――うおっ!?」

　アリスの腕を掴んでいた青年が眉をつり上げる。が、その手はバシンッと容赦なく叩き落とされた。

「なんだ、おまえ――。……えっ、あっ……!?」

「お、おい、まずいぞ……っ」

　それまで強気だった青年たちの態度が、一転して追い詰められた者のそれになる。

　驚いたアリスは、振り返った先に一人の男性を見つけて、大きく息を呑んだ。

　そこにいたのは、長い銀髪をうしろでまとめた美丈夫だった。

　色が白く、彫像のように整った顔立ちをしているが、眉間に皺を一本刻んでいるせいか、鬼神のごとき迫力がある。上背があり、マントを着ていてもわかるほど肩幅ががっちり広いので、ただ立っているだけでも相当の威圧感があった。

　アリスにはわからなかったが、青年たちのほうは彼のことを見知っていたらしい。慌ててアリスから離れて、おもねる姿勢になった。

「い、いえっ、我々はなにも、やましいことはしておりません――」

「このご令嬢が気分が悪いとおっしゃったので、休憩室までエスコートを……」

　へこへこしながら言い訳する青年たちに対し、銀髪の男は目をキラリと光らせた。

「そうか。わたしにはてっきり、気分を悪くしたご婦人を介抱すると銘打って、部屋に連れ込み、不埒な行いをしようとしているように見えたのだが？」

　にべもない言葉に、青年たちは青くなって口をつぐむ。

「国王主催の舞踏会で、そのような卑劣な行いを計画するとは言語道断だ。――連れていけ」

　銀髪の男が言うと、いったいどこに控えていたのか、衛兵が音もなく現れて、青年たちを引きずっていく。

　彼らは恐怖に駆られた様子で謝罪を口にしていたが、銀髪の男は目もくれなかった。

「――無事か？」

　代わりに、アリスを見やって小さな声で問うてくる。

　呆然としていたアリスはハッと我に返って、慌てて頭を下げた。

「は、はいっ。ありがとうございました、助けていただいて――」

　しばらく頭を下げていたが、なにも言われないので、アリスは不安になって顔を上げる。

　銀髪の男は先ほどまでと特に変わらない表情で、じっとこちらを見下ろしていた。

　眉間の皺は解かれたものの、怜悧な美貌で見つめられるだけで、なんだかどぎまぎしてしまう。無礼な青年たちから助けてくれたのだから、きっと親切な方なのだろうと思うけれど、いかせん雰囲気が硬質で、友好的とはとても言いがたい。

　だがその堂々とした立ち姿は、いつもおどおどしているばかりのアリスの目に、とても立派で頼もしく映る。

　この方が微笑んだらどんなお顔になるのかしら、と思わず想像したら、なんだか胸がドキドキしてきて、ついぽうっと相手の顔を見つめてしまった。

　……と、その相手が不意にぼそっと呟いてきた。

「……そこ、破れているようだが」

「え？」

　アリスは彼の視線が指すほうを見やって、大きく目を見開いた。

「き、きゃあっ!?　いつの間に……!?」

　どうしてそうなったのか、気づかぬうちにドレスの肩紐が切れていたらしく、布地がペロンと下にめくれて、コルセットが見えてしまっていた。片方の胸だけとはいえ、下着を見られたことはショックで、アリスは身体を丸めながら涙ぐんでしまう。

　アリスの恥じらいを察してか、男はすぐさま自分のマントを外し、アリスの肩にふわりとかけた。剥き出しの肩が彼のぬくもりと香りに包まれ、アリスはぼんっと真っ赤になる。

「あ、あの……！」

「ひとまずそれで隠して、休憩室に入っていなさい。付き添いの人間はどこにいる？」

「あ……その、兄が、お仕事の関係で奥へ行っていて」

「兄上の名前は？」

　ロルディ伯爵だと告げると、兄のことを知っていたのか、男は一つ頷いた。そしてアリスを手近な休憩室にエスコートすると、戻ってきた衛兵に警護を言いつけ踵を返す。

　言われるまま休憩室に入ったアリスだったが、男がなにも言わず出ていってしまったことに驚いて、慌ててあとを追おうとした。

「あ、待ってください！　せめてお名前を――」

　だがすでに男の姿はなく、衛兵にも中に入っているように言われ、彼女は思わず肩を落とした。

（改めてお礼を伝えたかったのに……）

　悄然としていると、ほどなく血相を変えた兄クラウスがやってきた。

「おまえがどこぞの男に乱暴されそうになったと伝言されたんだが――」

　息を切らしながら近寄ったクラウスは、アリスの頭からつま先まで見回して、じっと顔をのぞき込んでくる。

　急いできてくれたのだろうと思うと、安心と、心配をかけた申し訳なさが胸に迫って、つい泣きそうになってしまった。

「ええ、でも、親切な方に助けていただいたんです。このマントも貸していただいて」

　胸の前で合わせていたマントを少し開くと、その隙間から露わになったコルセットが見えたのか、クラウスが息を呑んだ。どうやら思った以上に深刻だったと察したらしい。

「すまなかった。少しのあいだとはいえ一人にしてしまって……」

「いいえ。わたしが言ったことですから。それに、ほら、助けていただきましたし」

「おまえは、たまに底抜けに楽観的だな……」

　アリスが弱々しくも微笑んだのを見て、クラウスもほっとしたようだ。

「陛下への挨拶も無事終わったし、少し早いが、この場をあとにしても無礼ではない時間だ。屋敷に戻ろう」

「はい、お兄様」

　もう少し舞踏会を楽しみたかったであろう兄には悪いが、どのみちあまり長居はしたくない。

　人酔いはするし、無礼な青年たちに絡まれるしで、決して楽しい一夜とは言いがたかったが……

（またお会いできるかしら？　いいえ、お会いしたいわ。このマントをお返しして、お礼を伝えたい……）

　真っ黒なマントをぎゅっと握って、アリスは先ほどの男を思い浮かべる。彼のことを思うと、不思議と胸の奥が熱くなってドキドキした。

　きっと彼のことは、いやな記憶を凌駕するほど強くアリスの記憶に刻まれて、一生忘れることはないだろうと思えた――










第二章

公爵様のプロポーズ











「長い銀髪で、クラウスよりは年上に見える青年貴族、ねぇ……。そんなの星の数ほどいると思うわ。この国は金髪と銀髪が全人口の三分の二を占めているわけだし」

「そ、そうよね……」

　一夜明け、春のうららかな陽気に満たされたその日。

　王宮舞踏会で助けてくれた男のことが気になって気になって寝ることができなかったアリスは、兄伯爵の妻であるフィオナのもとを訪れていた。

　艶やかな黒い巻き毛が美しいフィオナは、アリスと対照的に社交好きで、友人も多く、情報通でもある。今は臨月ということで屋敷の外に出ることはないが、仲のよい友人知人を招いて、日々の暮らしを楽しんでいた。

　義妹であるアリスのことも可愛がってくれるので、急に部屋を訪れてもいやな顔をすることはなかった。だが引っ込み思案で男性が苦手なアリスが、自分から異性の話をしてきたので、俄然興味を持ったらしい。

「そもそもクラウスは、伝言してきたっていうその殿方の名前を聞いていなかったの？」

「ええ。衛兵から『ある方からの伝言です』って言われただけみたいで。肝心の名前はわからないの……」

「んー、でも衛兵を動かせるくらいの人間だから、王宮で要職についているのは間違いないと思うわ」

　ほっそりとした顎に手をやりながら、フィオナはそう推理した。

「ほかに手がかりになるようなことはある？」

「手がかり……に、なるかわからないけれど」

　アリスはそこで、傍らに置いていたマントを広げて見せた。

「マントのここに、名前が刺繍してあるの」

「どれどれ？　えーと、『フレデリック』……だけ？　やだ、名前もありきたりね」

　フィオナの言うとおり、『フレデリック』はこの国の男性によく使われる名前だ。それだけ伝統的で親しまれている名前でもあるが、今回の場合あまり喜べない。

「このマントだけでもお返ししたいのだけど……おうちの名前がわからないと、届けようもなくて」

「そうよねぇ。うーん、フレデリック、フレデリック……。駄目だわ、誰も思い当たらない。――ごめんなさいね、力になってあげたかったけれど」

「ううん、いいの。話を聞いてくれただけでもありがたかったわ」

　マントをたたみながら、アリスは懸命に微笑む。社交好きのフィオナでもわからないなら仕方がない。すぐに返せないのは心苦しいが、また王宮に行く機会があれば調べることもできるだろう。

「こんなお腹でなければ、一緒にその『フレデリック』様を捜すんだけどねぇ」

　大きくせり出したお腹を、フィオナは大儀そうに撫でる。アリスもそちらに目をやって、自然と口元をほころばせた。

「楽しみだわ。もう少ししたら赤ちゃんに会えると思うと、とてもわくわくするの」

「アリスは人付き合いは苦手なのに、子供のことは本当に大好きよね」

　目を輝かせる義妹に、フィオナはくすくす笑った。

「あなたがたくさん産着を仕立ててくれたから、いつ産まれてきても安心だわ。わたし、針仕事はてんで駄目なのよ。実家にいた頃も家庭教師に何度も怒られたくらい」

「でも、フィオナは楽器も歌も上手だし、なにより社交的だわ。わたしはむしろ針仕事くらいしかできないから……」

　唯一の特技である裁縫を褒められるのはとても嬉しいが、目の前のフィオナと比べると、やはりすべてにおいて劣っているのは間違いなく、アリスはしおしおとうなだれる。

　気づけばすぐに暗くなる義妹を、フィオナは「ほら、またそうやって！」と明るく叱り飛ばした。

「すぐに自分を卑下するのはおやめなさい。産着を一夜で仕立てるなんて立派な特技で、誰にでもできるもんじゃないわ。もっと胸を張っていいのよ！」

「そ、そうかしら……？」

「そうよ！　それに明日のチャリティーにも、また小物を出品するんでしょう？」

「ええ。売れたお金で砂糖を買って、お菓子を焼いて持っていこうと思って」

　裁縫ほどではないが、お菓子作りもアリスのささやかな趣味の一つだ。

「そういうところは間違いなくあなたの美点よ、アリス。もっと胸を張っていらっしゃい」

「……ありがとう、フィオナ」

　きっぱり言い切るフィオナに、アリスははにかみつつもにっこり微笑む。

　嫁いできた当初こそ、自分と正反対の性格の義姉に戸惑ってばかりいたアリスだが、フィオナが根気よく歩み寄ってきてくれたおかげもあり、今やすっかりよき相談相手で、大好きなお姉さんだ。

　笑顔で背中を押してもらったこともあり、アリスはマントを抱えて部屋に戻ると、ひとまず明日の支度に取りかかるのだった。




　一ヶ月のうち、第二週と第四週の日曜日は、教会でチャリティーの催しが開かれる。

　貧しいひとたちに対して、炊き出しや無料の診療が行われたり、市が立ったり、バザーが開かれたり。教会で祈りを終えた人々にとっても、ちょっとした寄り道として楽しめる催しとなっていた。

　舞踏会や茶会は、そこに含まれる腹の探り合いという雰囲気が苦手で滅多に顔を出さないアリスだが、こういったチャリティーには頻繁に足を運んでいた。

　社交界デビューする前は両親とともに領地に住んでいたが、屋敷の近くに孤児院と病院を併設した教会があったので、母とともに慰問や慈善活動によく赴いていた。

　そのときの習慣で、兄夫婦と王都に住む今も、教会に足繁く通っているというわけだ。

「――こんにちは、アリス様！　今日は売り子としてお手伝いさせていただきます！」

　あらかじめ指定されていた場所にやってくると、孤児院の子供たちがすぐさま駆けつけてきた。みんな古着の中でも比較的綺麗な一張羅を着て、やる気で目を輝かせている。

「まぁ、ありがとう。とても助かるわ。よろしくね」

　アリスもにっこり微笑んで、子供たち一人一人と握手を交わした。

　この教会の奥にも孤児院が併設されており、年長の孤児たちはチャリティーのときは先頭に立って働くのだ。売り子として店番をしたり、靴磨きを引き受けたり、花を売ったり。

　アリスは売り物を作ることはできても、見知らぬひとに声をかけるのは苦手なので、売り場はいつも子供たちに任せていた。

　週に一度は孤児院を訪れ、縫い上げたシャツや下着を差し入れたり、勉強を教えてくれたりするアリスを、子供たちは大変慕っていた。今日もアリスの到着が待ちきれなかった様子で、彼女が品物を渡すと、すぐにテーブルに見目よく並べてくれる。

　今日持ち込んだ品は手縫いのポーチやハンカチなどだ。ありきたりな品だが使っている生地は上等なもので、細かい刺繍も刺してあるので、市井の女の子によく売れる。

　子供たちが朗らかに声を張り、客を呼び込もうとする様子を、アリスはうしろに座ってニコニコと見守っていた。

　少しすると礼拝が終わったのか、神父も様子見にやってきた。

「こんにちは、アリス。今日もご苦労なことだね」

「神父様。ごきげんよう」

　アリスは立ち上がって淑女の礼をする。何度もここに通ううちにすっかり打ち解けた神父は、アリスが安心して話せる貴重な相手でもあった。

　だが神父のうしろにかなり背の高い人影を見つけ、アリスは思わず凍りつく。人見知りする中でも、特に軍人のような体格のいい男のひとはどうにも苦手で、姿を見るだけで萎縮してしまうのだ。

　だが彼の顔を見た途端、アリスの中から恐怖が吹き飛んだ。

「あっ、あなたは……！」

　大きく目を瞠ったアリスに気づき、神父がにこやかに紹介した。

「ああ、怖がることはないよ、アリス。紹介しよう、こちらはフレデリック・オーヴァン公爵閣下だ。閣下は教会にも孤児院にも多額の寄付をしてくださっている方で、このチャリティーの支援者でもある。今回は視察にいらっしゃったので、わたしが案内を買って出たのだよ」

　アリスが人見知りであることを知っている神父は、丁寧に彼を紹介してくれた。

　長い銀髪をうしろでくくっていて、上背があって、美しい顔立ちをしていて……あのマントに刺繍されていたのと同じ『フレデリック』の名前を持つ男性――間違いなく、王宮舞踏会で助けてくれたあのひとだ！

（まさか公爵様だったなんて――）

　それも、確か『オーヴァン公爵』というのは……

「ま、まさか……国王陛下の甥御様、で、いらっしゃいますか？」

　――記憶が確かなら、オーヴァン公爵位は現国王の弟君が成人された際、叙爵された爵位のはずだ。弟君はすでに亡く、爵位はその息子が継いでいるはずだが……。

「その通りだよ、アリス。前公爵は慈善事業に熱心な方だったが、息子であるこのフレデリック様も、寄付を続けてくださっているのだ。本当にありがたいことだよ」

　うんうん頷く神父の前で、アリスは明かされた彼の正体にただただ呆然となった。

　まさか公爵様……それも国王様の甥御という高貴な方に助けていただいたとは。衛兵に指図できる立場であるのも道理だ。

　冷静にそう考える一方で、アリスはあわやパニックに陥りそうになっていた。

　真っ先に浮かんだのは『挨拶しなくちゃ』という思いだが、いや、その前に助けてもらったお礼を言うのが先？　とぐるぐる考えてしまう。そもそもアリスごときが挨拶など、おこがましいと思われるのではないか？

（ああっ、なにを言っても失礼に当たる気がする……！）

　それに……

（お日様の下で見る公爵様は、王宮の薄暗い廊下で見たときの何倍も素敵……！）

　もうすぐ初夏ということもあり、太陽の強い光に、彼の長い銀髪がキラキラ光って輝いている。それだけで神々しく思えるのに、こういったチャリティーを支援していると思うと、優しい心の持ち主なのだと思って惚れ惚れしてしまった。

　気づいたら心臓がものすごい速さで脈打っていて、顔中に熱が集まってくる。

「アリス？　黙りこくってどうしたかね？」

　硬直したアリスに対し、神父が心配そうに声をかけてくる。

　おかげでハッと我に返ったアリスは、改めて公爵を見て真っ赤になってしまった。

「え、いえ、あの、その……！」

　ひとまず先日のお礼を言わなければ……と思ったけれど、彼の視線がこちらに向けられ、ピタリと合わさると、心臓が壊れそうなほど高鳴って、言葉がすべて頭から吹き飛んでしまった。

　なにか言わなければという焦りばかり大きくなって、あろうことか、とんでもない言葉を口走ってしまう。

「あ、あ、あのっ、好きです……！」

「……は？」

　言葉通り、本当に「は？」という顔になった公爵を前に、アリスはますます慌てふためいた。恥ずかしさのあまり目の前が真っ赤になるのに、頭の中は真っ白になって、だが口は勝手にぺらぺら動き出す。

「い、いえ、あの！　そういう意味ではなく！　こ、こういった催しに、貴族の方があまり足を運ぶのを見たことがないので――」

　公爵の横で神父も目を丸くしてこちらを見つめている。おかげでアリスはよけいにしどろもどろになった。

「だから、あの、嬉しくて！　この場でお会いできたことが、その……！　公爵様が、こういったことに興味をお持ちなのだとわかったら、なんだか嬉しくて……きっと、お優しい方なのだろうと思ったら、その、つい、好きなんて言葉が出てしまったんです！」

　もはや自分がなにを言っているのか、なにを言いたいのかもわからなくなってきたが、とにかくアリスは言い終えた。

　混乱しすぎたせいか、はぁはぁと息は上がるし、目には涙が盛り上がっているし、とにかく見苦しい有様だ。

　改めてそれに気づいたアリスは、泣き出すのを必死にこらえて、とにかくこれだけは伝えなくちゃ、と自らを奮い立たせる。

　屋敷に置きっぱなしにするのはなんとなく気が引けて、つい一緒に持ってきてしまった黒いマントをバッグから取り出し、公爵の前に突き出した。

「……これを！　先日はありがとうございました！　おかげですぐに兄が迎えにきてくれて、無事に屋敷に戻ることができました。本当にお世話になりました……！」

　そこでようやく、公爵はアリスのことを思い出したらしい。マントとアリスを交互に見やって「ああ、あのときの……」と呟いた。だがそれきり口をつぐんでしまう。

　自分の態度があまりに失礼であることはわかっているだけに、アリスは思いきり頭を下げた。

「う、うるさくしてしまって申し訳ありません！　わたし、もう帰りますので……っ」

　しかし、踵を返して逃げようとしたアリスを、神父がやんわり引き留める。

「これこれアリスや。まだきたばかりだろう？　それに、きちんと売り上げを持って帰らないと、売り子の子供たちも困ってしまうよ」

　ハッと見てみれば、子供たちはぽかんとこちらを見つめていた。

　が、そのうち一人がむすっとした顔をして、売り場を離れて公爵に突っかかっていく。

「おい、おっさん！　アリスのことを泣かせるなよ。俺たちのアリスは世界一優しいお姫様なんだぞ！」

「ちょ、ちょっとアンディ、なにを言っているのっ」

　いつも会っている孤児の中でも、年長ながらやんちゃで悪戯ばかりしているアンディの言葉に、アリスは真っ青になった。

　言葉の内容はもちろんのこと、目の前の男性は間違っても「おっさん」と呼ばれる年齢ではないし、そもそも気軽に口をきいていい身分でもない。

　それなのに、ほかの子供たちまでアンディに加勢した。

「そうだそうだ！　アリスを泣かせたら承知しないぞ！」

「アリスお姉様は、わたしたちに勉強を教えてくれる優しいひとなんだから！」

「泣かせたりしたら、めっ！　だよ！　めっ！」

　次々に上がる声に、アリスは心臓が止まる寸前だ。

「あ、あなたたち駄目よ！　この方はとても高貴な方で、そんなふうに言っていい方では……！」

　しかし真っ青になって子供たちをたしなめるアリスと対照的に、神父は「ほっほっほ」と楽しげに笑う。

「と、まぁ、このアリス嬢は見ての通り、ここの孤児たちのよき姉であり、友人であり、ときには先生でもあるわけです。貴族のご令嬢ではめずらしいほどです。我々教会関係者も、彼女の熱心な働きぶりにはいつも感心させられているのです」

「ふむ……」

「し、神父様っ、そのようなお言葉、もったいないです……！」

　まして公爵様のいる前で……恥ずかしすぎる！

　しかし神父は彼女の言葉などどこ吹く風。そういえば、という飄々とした体で顎を撫でさすった。

「公爵様も、そろそろ身を固めたいと、以前お目にかかったときにこぼしておいででしたなぁ。どうです、アリス嬢は。彼女は子供たちにも好かれているし、とても賢い。花嫁にするのに、これほど素晴らしいお嬢さんもそういないと思いますが」

「し、ししし神父様!?　なにをおっしゃるのですか！」

　過剰な褒め言葉だけでも恐れ多いのに、とんでもない提案をされて、アリスはもはや卒倒寸前だ。だというのに神父はにこやかに言葉を続ける。

「アリス嬢本人も、緊張はしていても、あなたを怖がっている様子はありませんし。先ほども好きだと言っていましたしねぇ」

（あれはつい口から出ちゃっただけで……！）

「お借りしたマントをここまで持参してくるなど、いじらしいではありませんか。今を逃すと後悔しますよ。どうしますか公爵？」

「神父様……！」

　どうしてそう焚きつけるようなことを……！　アリスは頭を抱えたくなる。

　だが話を振られた公爵はなぜか神妙な面持ちをしていた。おまけに「ふむ」と一つ頷いて、アリスに顔を向けてくる。

　長身から見下ろされる形になって、アリスは思わず「ひっ」と喉を鳴らした。

「……わたしが恐ろしいか？」

　今にも倒れそうなアリスを見やり、公爵がぼそっと尋ねてくる。

　ハッとしたアリスは、大慌てで首をぶんぶん横に振った。

「い、いいえっ、恐ろしいなんて！　お、恐れ多いとは、思っておりますが、その」

　アリスは急に、自分の身なりが気になり出した。

　今日はチャリティーだし、貴族らしい格好をしていっては逆に浮いてしまうので、オフホワイトの飾り気のないドレス姿だった。唯一のおしゃれは腰に巻いたベルトと、自分でコサージュをつけたボンネットくらい。

　予期せぬ対面とはいえ、王族の前にこんな格好で出てしまうなんて……と小さくなるアリスに、公爵はまた「ふむ」と呟いた。

　そして、いきなり彼女の右手を持ち上げる

　え？　と公爵以外の全員が目を見開く中、公爵はアリスの手の甲にちゅっと口づけた。

「アリス、といったか。アリス嬢、あなたさえよければ、このわたしと結婚を前提にお付き合いをしていただきたい」

「……はい……？」

　アリスは大きな瞳をぱちくりと瞬かせる。

（今、もしかして『結婚』って言われた？）

　それだけでなく、『お付き合い』をしたいとも言われた気がする。

　結婚を前提にした……お付き合いを……

（――――っ!?）

「改めてあなたの家には挨拶に出向くが、そうだな、ひとまずこれから食事にでも――あ」

　公爵の声が遠くなる。ついでにアリスの意識もふーっと遠のく。

　あまりに予想外の言葉を言われた衝撃のためか。理解の許容量を超えてしまったアリスは、その場にばったり倒れてしまった。










第三章

公爵様とお付き合い











　目が覚めたときには、公爵はすでに会場をあとにしていた。

　立場的に多忙なのだろう。むしろ離れてくれてよかったと、アリスはほっと息をついた。

　目を開けてすぐに彼を見つけたら、驚きのあまり今度こそ心臓が止まってしまう。

　というか、お付き合いをどうのこうのと言われたような気がするけれど……

（きっと夢よ。絶対に夢。王族でもある公爵様が、結婚のような重大事をその場で決めて、軽々しく口になさるはずがないもの。ええ、間違いないわ）

　もし本当にあったことだとしても、神父様に焚きつけられてつい乗ってしまっただけなのよ……そうだと思いたい。

　とにかく、寝かされていた教会から出たアリスは、迷惑をかけたことを神父に丁寧に詫び、売り場のほうへ戻った。

　持ち込んだ小物は、ありがたいことに完売していた。

　得意満面の子供たちから小銭の入った麻袋を渡され、アリスは礼を言って全員にハグとキスをする。

「今日は本当にありがとう。これはお駄賃よ。また次の機会によろしくね」

「わーい、やったぁ！」

　麻袋から取り出した小銭を握らせてやると、子供たちは歓声を上げ、またね～と走っていってしまった。きっと露天で菓子を買うのだろう。

　アリスは売り上げの半分を神父に寄付として差し出し、馬車を呼んでもらって伯爵家へと帰った。

　そして残った売り上げ金は料理長に渡して、砂糖を買ってきてほしいとお願いする。

　早めに湯を使い夕食を済ませると、いろいろあったためか眠気が押し寄せてきて、アリスは早々に自室へ引き上げ眠ってしまった。







　――だが、これで終わりではなかった。

　翌日、自室で刺繍をしていたアリスは、ドタドタという足音が近づいてくるのを感じビクッとする。と同時に扉が開き、血相を変えた兄クラウスが飛び込んできた。

「アリス！　今オーヴァン公爵家からだという使者がきて、公爵閣下がおまえと結婚前提の付き合いがしたいから許可をくれと伝言してきたぞ!?」

「えっ、えぇええ――ッ!?」

　アリスは思わず刺繍用の木枠をひっくり返す。クラウスに遅れてフィオナまで入ってきて、興奮気味にまくし立てた。

「オーヴァン公爵って、あのオーヴァン公爵様でしょう!?　陛下の甥に当たられる方と、いったいどこで知り合ったの!?」

「え、えええっと……！」

　兄夫婦から詰め寄られ、アリスはだらだらと冷や汗を流す。

（まさか昨日のあれ……夢じゃなかったっていうの……!?）

「とにかくこうしてはいられない。昼には閣下ご本人がこちらにいらっしゃるというし――」

「こ、公爵様がうちにいらっしゃるの……!?」

「ああ、そうだ。おかげで屋敷中てんやわんやだ！　アリス！　公爵閣下に求婚されていたなら、どうしてわたしたちになにも言わなかったんだ!?」

　まさか現実のことだとは思っていなかったから……といういいわけは、もう兄夫婦の耳には入らない。

「とにかく急いで支度しなければ……！　昼にいらっしゃるということは昼食も一緒にということだ。とにかく料理長に連絡を！」

　焦るあまり頭をかきむしりながら、クラウスは急いで部屋を飛び出していく。

「アリス、あなたも準備しなくちゃ！　手持ちのドレスは……ああっ、どれもこれも地味すぎ！　誰か！　わたしの独身時代のドレスを持ってきて！　針仕事が得意な者は全員アリスの部屋に集合！　すぐにサイズ合わせに入るわよ！」

　アリスの衣装棚を開け放ったフィオナも、大声を上げて指示を飛ばす。

　あれよあれよと周囲が騒がしくなり、アリスは即座に着ていたものを脱がされる。

　そして夜会のときだけつけていくコルセットを巻かれ、紐をぎゅうううっと引っ張られて、思わず「く、苦し……っ、きついぃいい！」と悲鳴を上げてしまった。

　おかげで無事に支度が済んで、玄関ホールに出てくる頃にはヨレヨレになっていた。

　が、いざ開け放たれた玄関の向こうに馬車が横付けされたのを見ると、緊張のせいで疲れがどこかへ行ってしまう。

　馬車から降り立ったのは、間違いなくフレデリック・オーヴァン公爵そのひとだ。昨日と違い、今日はきちんとした訪問着を着ている。それはそれで格好いい。

　兄が挨拶する横でアリスも頭を下げるが、胸の中はドキドキと、ああもうどうしたらいいの……という混乱でいっぱいだった。

　ひとまず、一行は昼食を取るため食堂へ移動する。晩餐会などのパーティーでしか使わない広い食堂には、すでに人数分の銀食器が並べられていた。

　出てくる料理も、急ごしらえとは思えない豪華なものだったが、あいにく緊張しっぱなしのアリスの舌は味を感じることができないらしい。料理を飲み込むのも一苦労だ。

　なんとかデザートまで終えて、食後の紅茶が振る舞われる頃、ようやく兄が話を切り出した。

「それで、妹のアリスと結婚を前提にお付き合いを、ということでしたが」

　本気なのか？　とでも問いたそうなクラウスに対し、公爵は「いかにも」と頷いた。

「保護者たる伯爵がお許しくださればの話ですが」

「わたしに反対する理由はありません。領地にいる両親もそう言うと思いますが……」

　クラウスは、チラリとアリスに目をやった。

「その、失礼ですが、公爵閣下は我が妹をどこで見初めてくださったのでしょう？」

　もっともな質問である。アリス自身、それがわからないから困惑を深めているわけで。

　だが公爵は言いよどむことなく、思慮深さが窺える深い声音で答えた。

「アリス嬢と初めて顔を合わせたのは、先日の王宮舞踏会です。そのときは少し話をしただけでしたが、素直で可愛らしい印象を持ちました。そして昨日、チャリティーで再会しまして。孤児たちに優しく接している姿に心惹かれたのです」

　にこりともしない生真面目な面持ちで『心惹かれた』と口にされ、クラウスもフィオナも「おやまあ」という顔になる。アリスは一人真っ赤になった。

「なるほど。そういうことですか……。でしたら、わたしは閣下と妹の仲が深まることを応援させていただきたいと思います」

　クラウスの言葉に、アリスは思わず悲鳴を上げそうになる。フィオナがにっこりして「わたくしも賛成ですわ」と言うから、よけいにあわあわしてしまった。

（う、うそでしょう？　これってつまり、公爵様とお付き合いすることが決まってしまったということ……!?）

　人見知りであがり症で、昨日など人前でありながら倒れてしまった自分が、王族でもある公爵様と――結婚を前提にお付き合い！

（ゆ、夢だと誰か言って……）

　恐れ多すぎる事態にアリスは現実逃避しそうになるが、続く公爵の言葉で、またまた倒れそうになった。

「さっそくですが、このあと妹さんをデートにお誘いしてもよろしいでしょうか？」

（デデデ、デート!?）

　強面の公爵からそんな言葉が出てくるとは思わず、アリスは耳を疑う。兄夫婦も似たような気持ちだっただろうが、アリスと違って驚きを顔には出さなかった。

「もちろんです。とはいえ、まだ結婚前ですので、暗くなる前に家に戻していただきたいとは思いますが」

「ご安心ください。わたしの名誉にかけて、不埒な真似はしないと誓います」

「まぁ、とても頼もしいお言葉ですわ。――あなた、それではわたくしとアリスは先に退席させていただきますね」

「ああ」

　フィオナが笑い混じりに言うと、クラウスも鷹揚に頷く。フィオナに目配せされ、呆然としていたアリスは慌てて立ち上がった。

　二人で腕を組んで食堂を出ると、フィオナがこらえきれない様子で歓声を上げる。

「オーヴァン公爵様が表情を滅多に変えないことは今に始まったことじゃないけど、その公爵様に『心惹かれた』やら『デート』やらって言葉を言わせるなんて、あなたって最高だわ、アリス！」

「そ、そうかしら……」

「とにかく！　王族で資産家であれほどの美貌を持つ公爵様に求婚されるなんて、そうそうあることじゃないわよ！　こうなったらなんとしてでも公爵様をメロメロにして、たっぷり愛される未来を手に入れましょう！」

「そ、そんな……わたしは別にそういうのは……」

　見るからに堅物という具合の公爵をメロメロにするなんて、とうていできるとは思えない。というよりも、できるなら心穏やかに何事もなく暮らしたいのだが……

　と、もごもご告げるアリスに、ふと我に返った様子のフィオナは真顔で聞いてきた。

「もしかして、ほかに好きなひとでもいるの？　だったらわたしもお付き合いに賛成はしないけど……。――ん？　でも待って。あなたにマントを貸してくれたひとって、もしかしてあの公爵様じゃないの？　あの方の名前って、確かフレデリックだったわよね？」

　ギクッ、とアリスは身を強張らせる。わかりやすい反応を見て、フィオナはまたにんまり笑った。

「……もう！　これを運命の出会いと言わずしてなんと言う、って話じゃない！　さぁ、とにかく着替えよ、着替え！　もうメイドたちには外歩き用のドレスの用意を言いつけてあるの。ついでに色っぽい下着もね！」

「し、下着!?　どうして!?」

　仰天するアリスに、フィオナは訳知り顔でふふふっと笑う。

「やぁねぇ、婚前交渉なんて今時そうめずらしいことじゃないわ。それにクラウスがああ言ったからには、あなたと公爵様はもう婚約者も同然！　というか今頃、具体的な結婚話を進めている頃じゃない？」

「え、ええええええ……!?」

　絶句するアリスの背を、フィオナは優しくポンポン撫でた。

「まっ、どのみち王族である公爵様のお申し出を、伯爵家のうちが断れるはずないわよ。事実、今回の公爵様の訪問はお付き合いを許してもらうというより、結婚しますのでよろしくって宣言みたいなものでしょ」

「そ、そそそ、そうなの!?」

「そーよ。さぁ、着替えをしましょう！」

　話しているうちにアリスの自室に到着し、扉を開けるとメイドたちが一斉に飛びかかってくる。再びドレスを剥ぎ取られながら、アリスは混乱の極致に達していた。

　アリスでなくても思わないだろう、舞踏会で出会って、二日後のチャリティーで再会して、その翌日はもう婚約だなどと。

　とてもではないが早すぎる……いろいろな手順を飛ばしすぎている気がする！

（おまけに公爵様と二人きりでお出かけなんて、とてもじゃないけど無理よ――！）

　と主張したところで、拒否権などなく。

　訪問用の裾を引きずらないドレスと、流行りの革製ブーツ、可愛らしいケープに同じデザインのボンネットを被ったアリスは、さっさと玄関ホールへ連れ出された。

「では公爵閣下。妹をよろしくお願いいたします」

「承知した、伯爵。夕方までには妹さんを送り届けよう」

　にこやかに交わされる挨拶に泣きそうになりながらも、アリスは公爵にエスコートされて立派な馬車に乗り込むのであった。

　公爵家の紋がついた黒塗りの馬車は、座席も柔らかく中も広々としていて、とても快適だ。だが緊張のあまり心臓が喉元にある気持ちでいるアリスは、公爵の顔色ばかり気になってしまう。

「あ、あのう、公爵様、どちらへ行くのですか……？」

　これくらいは聞いても失礼に当たらない、わよね……？　とおずおず問いかけると、腕を組んで目を伏せていた公爵は端的に答えた。

「今日はひとまずカフェに行こうと思う」

　カフェ、という言葉もいかめしい雰囲気にまるで似合わない。どこのカフェかしらと思っていると、なんと王都でも一番人気の高級カフェに連れていかれた。

　社交期のこの時期は予約を取るのも難しいとされている、貴族御用達のカフェだ。

　昼間は賑わっているはずだが、驚くことに、二人のほかに客人は一人もいない。

「あの、ほかのお客様は……？」

「貸し切りにした。ほかの客にじろじろ見られながらでは落ち着かないだろう」

　まさかの貸し切り！　彼ほどの権力と財力があれば、それもまた造作もないことだろうけれど……

（ぎゃ、逆に落ち着かない……！）

　気を遣ってくれた公爵には悪いが、カフェ特有の和やかさも会話もない中にいても、緊張感が高まるばかりで、あまり楽しめなかった。

　一番人気だというケーキセットも、とても可愛らしい盛りつけが施されているにもかかわらず、ちっとも味がわからない。高級茶葉で淹れられた紅茶も然りである。

　おまけに甘いものを食べているのは自分だけで、目の前の公爵はコーヒーを啜るだけなのだ。気詰まりすぎてたまらない。

（こ、この調子でやっていけるのかしら……）

　どうしようもなく、不安になってしまうアリスであった。
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公爵様のお考え











　その日は出発したのがもうティータイムという時刻だったこともあり、カフェに行っただけで伯爵家へ戻ることになった。

　が、その後は連日のようにデートの誘いがあった。

　公爵はいずれも『二人でゆっくりしたい』という大義名分のもと、どんなに混み合っている人気の場所でも貸し切りにしてしまう。

　アリスは舞踏会や茶会のように、集団の中に入っておしゃべりを楽しむということは苦手だ。しかし、みんなが楽しそうにしている場所に身を置くことは、そこまでいやではない。

　それだけに、普段は賑わっているであろう場所ががらんと空いていて、誰もいない中を公爵と二人だけで過ごすというのは、気まずいことこの上なかった。

　初日のカフェといい、翌日訪れた移動動物園といい、今日ここにきたかったひともいるだろうに……と想像してしまうと、なんだか見知らぬそのひとたちにまで悪い気がしてくる。

　翌日は買い物をしようということになり、高級ブランド店に入った。こういう場所は予約制であるし、奥の個室で対応するものだから、前二つの場所と違って罪悪感は覚えなかったけれど、そもそもアリスはブランドものにあまり興味がない。

　おまけに次々運ばれる鞄や宝石は見たことないほど高価なものばかりで、緊張が極限に達したアリスはめまいを起こし、公爵にも店のひとにも気を遣われてしまう始末だった。

（きっと社交的で華やかな令嬢なら、どんなところにも喜んでついていって、可愛らしく宝石をおねだりするのだろうけど……）

　自分にはとうてい、そのようなことはできそうにない。公爵とのデートを重ねるたび、元々ちっぽけだった自尊心がさらに小さくなるのを感じ、ずぅんと落ち込むばかりだ。

　それに……

（今日は木曜日……いつもなら、教会と孤児院に顔を出す曜日だわ）

　その日も公爵の誘いを受けて馬車に乗り込みながら、アリスの心は馴染み深い場所のほうへ向けられていた。

　アリスは毎週木曜日を慰問の日と決めていた。だいたい昼過ぎに孤児院に顔を出し、子供たちに勉強を教えたり、一緒に遊んだりして過ごすのだ。

　今日は絵本を読んであげると、女の子たちと約束していた。チャリティーの売り上げで買った砂糖でお菓子を作り、持っていってあげようとも考えていた。

　だが、今週と来週は顔を出すことはできないだろう。公爵からの誘いは連日ある。

　それに、公爵はアリスと親しくなるため、なんと二週間の休暇を取ったというのだ。

　多忙であるはずなのに、アリスのためそこまで心を砕いてくれていると思うと、その好意を無下にすることはとうていできない。

　ただ、アリスが気もそぞろになっていることに公爵も気づいたのだろう。

　今日は王立公園内の湖畔でボートに乗る予定だったが、そろそろ目的地に着こうかという頃に、公爵が尋ねてきた。

「浮かない顔をしているが、なにかあったのか？　連日連れ出して疲れているとか」

「えっ、い、いいえ、そんなことはありません。ボートに乗るのは初めてなので、楽しみで……」

　そう口にしながらも、子供たちだったらきっと喜んでボートに乗るだろうな、とつい考えてしまって、表情は自然と沈んでしまう。

　そんなアリスに、公爵は幾分声音を柔らかくして言葉を重ねた。

「無理に明るく振る舞おうとしなくてもいい。なにか言いたいことがあるなら、遠慮なく言いなさい。わたしはあなたの希望を叶えたい」

　優しく促されて、アリスはひどく迷う。だが、ここで誤魔化すことは不誠実に当たるのではないだろうか？

　悩んだ末、アリスは思い切って打ち明けた。

「実は、毎週木曜日は孤児院と教会を慰問することにしているのです。今日も、孤児院の子供たちと約束をしていて……つい、気になってしまって」

　ごめんなさい、とアリスは小声で付け足す。同時に、彼が「わたしより子供たちのことを優先したいのか」と気を悪くしたらどうしようと不安になった。

　だが、それはまったくの杞憂だった。

「なんだ、そういうことだったのか。ならば、今から孤児院に行こう」

「えっ」

　アリスはびっくりして目を見開くが、公爵は馬車の小窓を開けて、御者に行き先の変更を告げる。馬車はすぐにきた道をとって返した。

「で、でも、せっかくお誘いくださったのに……」

　焦るアリスに、公爵は鷹揚に答えた。

「あなたが笑っていられる場所があるなら、そちらに行くほうがわたしとしてもいい」

　きっぱりとした言葉には怒りや不満は一つも見当たらない。彼が本心からそう思っていることが伝わってきて、アリスは胸が熱くなる。

「ありがとうございます……」

　感動が大きいせいで声が少し上擦ってしまったが、公爵は気にすることなく頷いた。

　そして馬車は教会の前に到着した。教会に顔を出すという公爵と別れて、アリスは孤児院へ足を運ぶ。

　外で遊んでいた男の子たちがさっそくアリスに気づいて、笑顔でほかの子供たちに知らせに向かった。

「わぁ、アリスお姉様、お姫様みたい！」

　出迎えの子供たち……特に女の子たちは興奮気味に頬を染めて、アリスの装いを口々に褒め称えた。

　いつもは簡素な装いでやってくるアリスだが、今日は公爵と出かけるため、フィオナが見繕った美しいドレスを着ている。

　子供たちの純粋な賛辞に頬を赤らめるアリスは、さっそく四方八方から手を引かれた。

「アリス、お歌を歌ってー！」

「だめよっ、絵本を読んでもらうって約束してたの！」

「手遊びがいいー！」

　見かねた世話係の女性たちが止めに入ろうとしたが、アリスは「大丈夫」と微笑んだ。

「じゃあ、順番にやっていきましょう。まずは絵本よ。約束していたものね」

「わあい！　じゃあこの本を読んで！」

　子供たちに手を引かれ奥へ移動したアリスは、椅子に腰掛け絵本を開く。子供たちはおのおの周りに座り込み、アリスの朗読に耳を傾けた。

　それからも手遊びや歌などで楽しんだが、やがて年長の子や男の子たちが耐えきれなくなって、うずうずと動き出す。

「お歌、つまんない！　アリス、ボールで遊ぼうよ！」

　チャリティーで売り子として活躍したアンディが叫ぶと、ほかの男の子たちもそれがいいと頷く。

　だが今日のアリスは訪問用のドレス姿だ。いつもは汚れてもいい格好をしてくるので、ボールの投げ合いくらいなら付き合えたが、さすがに今日は難しい。それでなくても、男の子たちとのボール遊びはなかなか体力を使うのだ。

　どうしようかと考えあぐねていると、教会へ行っていた公爵がちょうど戻ってきた。

「ボール遊びなら、わたしが相手をしよう」

　そう申し出た公爵に、アンディはハッと目を瞠った。

「あ！　この前アリスを泣かせたおっさんだ！」

「ア、アンディっ、失礼なことを言っては駄目よっ」

　アリスは慌てて注意する。しかしアンディは聞き入れず、ボールを手に庭へ飛び出した。

「やっつけてやる！」

　そして、公爵相手に思いきりボールを蹴ってくる。

　固綿を詰めた革製のボールだが、当たればそこそこ痛い。ボールが公爵の腿あたりに飛んでくのを見て、アリスは思わず息を呑む。

　しかし、公爵は素早く腿を上げて、ボールを難なく受け止めた。

　それどころか目の高さに蹴り上げて、器用にリフティングしてみせる。これにはアンディだけでなく、アリスも面食らった。

「すげー！　おっさん、ボールこっちにちょうだい！」

「だ、だからアンディ、口の利き方に気をつけて……っ」

　アリスはハラハラしてしまうが、もはやアンディは聞いていない。ほかの子供たちも次々に庭に飛び出した。

　子供たちに飛びかかられて大丈夫だろうかと、アリスは気が気ではない。

（服が汚れたり破れたりしたら、いえ、それ以上に怪我でもしたら……！）

　だが、そんな心配が滑稽に思えるほど、公爵の動きは軽やかだった。

　ボールを高く蹴り上げながら、飛びかかってくる子供たちを難なくかわして庭の広いところへ出ていく。その様子を見た女の子たちが、公爵に向け声を張り上げた。

「あっちの穴がゴールよ！　ボールを入れたら得点になるの！」

　すると公爵は、ボールを奪おうとするアンディをかわし、ゴール代わりの穴めがけてボールを蹴り入れる。ボールはまっすぐに穴に跳んでいき、見事収まった。

「うわぁ、すごい！」

　女の子たちが歓声を上げて手を叩く。男の子たちはいっそうやる気になった。

「まだまだぁ！」

　気づけばなかなか白熱した試合になり、土埃が舞い始めた。男の子たちはいつになくはしゃいで、大声を上げたり飛び上がったりして、全身で遊びを楽しんでいる。

　アリスが相手をするときはボールを投げ合う程度だったので、男の子同士だとここまで激しくなるのかと驚いてしまった。

　動きが激しくなれば、当然のことながら公爵の服は汚れていく。だが彼は頓着しないらしい。むしろどことなく楽しそうな面持ちで、積極的に子供たちと対戦した。

　最初こそ好戦的だったアンディも、十分もすると満面の笑みを浮かべてボールを追っていた。それどころか公爵を抜いて見事にゴールしたときは、飛び上がって喜んでいた。

（アンディがあんなに無邪気に喜ぶところ、初めて見たわ……）

　元々やんちゃな子だが、大勢の子供が暮らす孤児院では、年長の子はどうしても世話役に回りがちで、誰かに遊んでもらうことはほとんどない。

　それだけに、年相応にはしゃぐ姿には、なんだか胸がジンとしてしまった。

（公爵様のおかげだわ……）

　チラリと公爵を見やると、彼はゴールを奪われた直後とは思えないほど晴れやかな面持ちをしていた。笑みを浮かべているわけではないが、いつもの仏頂面がほんの少し和らいで、子供の成長を見守る父親のような雰囲気になっている。

　優しいそのまなざしがとてもまぶしく見えて、アリスの胸はたちまち速い鼓動を打ち始めた。

（汗で御髪が乱れて、服も汚れてしまっているのに……）

　これまで見たどんな彼より素敵に見えて、アリスは終始ぽうっと見惚れてしまった。

　小一時間ほど駆け回って、さすがの子供たちも疲れたようだ。だが頬は上気し、目はキラキラと輝いている。

　反発していたはずのアンディは公爵に人一倍懐いて、「また次もきてくれよな！」と抱きついていた。

　公爵はそれを嫌がることなく、むしろ嬉しそうに肩を抱き返している。

　そしてアリスと公爵は熱烈な見送りを受けて、孤児院をあとにするのだった。

　教会の前で待っていた馬車に乗り込むと、公爵がふぅっと息をついて乱れた髪を整える。

　その仕草にもドキドキしながら、アリスはそろりと尋ねた。

「あの、公爵様は、子供がお好きなのですか？」

「嫌いではない。ただ、小さい子供や赤ん坊には、なぜか泣かれてしまうが」

「ああ……」

　アリスは思わず頷いてしまう。

　公爵は、とにかく顔が整いすぎているのだ。笑みを浮かべているならまだ違うかもしれないが、無表情だと彫像のような顔立ちに見えて、少々恐ろしいのだ。

「……貴族には孤児をあまり好きでない方もいるので、とても楽しく遊んでいらっしゃるのを見て驚きました」

　考え考え口にすると、公爵ははっきり答えた。

「孤児といえど、子は国の宝だ。我々の次の世代を担う希望でもある。きちんとした教育を施し手に職をつけてやれば、十年、二十年後には立派な働き手となり国に貢献してくれるのだ。それがわからない輩の言うことなど、気にする必要はない」

　当然のように言い切った公爵に、アリスは尊敬の念が芽生えるのを感じた。

　国の宝として子供を見たことはなかったけれど、きっと彼はそういった考えのもと、教会やチャリティーに寄進しているのだろう。

　孤児たちの就労は、親がいる子供に比べてうんと大変だ。公爵のような立場のひとがそれを理解し、孤児たちを支援してくれれば、きっと彼らの未来は明るいものになる。

（立派なお考えをお持ちの方なんだわ。そんな方と、結婚を前提にお付き合いをしているなんて……）

　これまでは恐れ多い気持ちが圧倒的だったが、子供たちと真剣に遊ぶ姿を見たあとだからだろうか、喜びがふつふつと湧いてくる。

　この方となら……結婚しても、上手くやっていけるかもしれない。

　希望を持ったアリスは、そっと公爵にお願いした。

「あの、わたし……できれば結婚後も、教会に通って子供たちに会いたいのですが」

　すると公爵はわずかに目を瞠った。だがすぐにいつもの無表情に戻って深く頷く。

「子供たちもあなたに懐いている。今後も同じように接していくといい。それに……あなた自身も、わたしといるより子供たちといるほうがよほど楽しそうだ」

　ぱっと笑顔になったアリスだが、続く言葉には思わず息を呑んだ。

　――その言い方だと、公爵と一緒にいる時間はつまらなく思っている、というふうに取れるではないか……！

「こ、公爵様と一緒にいるときも楽しいです！」

　アリスは慌てて身を乗り出す。しかし、公爵はかすかに首をかしげた。

「そうだろうか？　あなたはどこへ連れていっても戸惑ったような、不安そうな顔ばかりしていたが」

　アリスは思わず変な声を上げそうになる。緊張していても喜んでいると見えるように、意識的に笑顔を浮かべるようにしていたが、どうやら無駄な努力だったらしい。

「いえ、決して、そんなことは……」

　だがここで否定しても、公爵はきっと納得しない。事実、アリスが戸惑っていたのは本当だ。

　アリスは再び悩んだ末、勇気を出して告白した。

「じ、実は、高級なお店は行き慣れていないので、緊張するし、どう振る舞ったらいいかもわからないのです……。それと人気店を貸し切りにするのは、嬉しいというより恐れ多くて……。たとえ混んでいても、周りのひとたちが楽しげにしているならそれでいいし、わたしもそのほうが、その、気楽に楽しめるので……」

　答えながら、なんと貴族令嬢らしくない、みみっちい考えだろうとアリスは小さくなる。

　しかし、公爵は違ったようだ。

「……なるほど。わたしは効率を優先し、あなたと二人きりになれることを第一に考えていたが、あなたはその場の雰囲気を楽しみたかったというわけか」

「ええ、まあ、そういうことになるかと……。で、でも！　公爵様のお心遣いはとても嬉しかったです。ただ」

　アリスはごくりと唾を呑み込んでから、意を決して顔を上げた。

「二人きりもいいですけど……公爵様も一緒に楽しめるほうが、もっといいですから」

　カフェのときのように、アリスばかりがケーキを食べて、彼がそれに付き合うような雰囲気はいやだ。無表情にコーヒーを啜る横顔より、孤児たちと生き生きと遊んでいる彼の姿を見ていたい。

　そんな願望も込めて打ち明けると、公爵はしばらく黙り込んだ。

　やはり気に障ることを言ってしまったかも……とアリスはしょげ返ってしまうが――

「わたしはずっと、女性とは自分自身のことを優先する生き物だと思っていた」

　と、公爵がぽつりと話し始めた。

「どこへ行こうとも自分がエスコートされるのが当たり前で、店で待たされようものなら臍を曲げ、大勢がざわざわしているところを歩くなど言語道断、いつでも自分を優先しろというのが、わたしが知る女性たちの生態だ」

「せ、生態……」

　すごい言葉が出てきた、とアリスは口元をひくつかせる。

「そ、そういう女性ばかりではないと思うのですが……」

「わたしの周囲にいる女性は、すべからくそんな感じだぞ？　王女様たちも王妃様も、外面は王族らしく楚々として立派だが、陛下にはとことん甘えて我が儘を言いまくっている。我が母でさえ、生前は父にべったりと甘えていた。まぁ、父は母のそんなところを可愛いと思っていたようだが」

　わたしには理解不明だ、ときっぱり言ってのける公爵に、アリスは「そ、そうですか」と曖昧な言葉しか返せない。とはいえ、そういう性格の女性しか周囲にいなければ、そういうものだと思ってしまうのは仕方ないことだろう。

（かなり極端な例に聞こえるけど……でも、自分が一番大切にされたいと願う女性は、確かに多いかもしれないわね）

「だから、あなたが自分自身ではなく、わたしもともに楽しむことに重きを置いていると今知って、率直に驚いている」

「そうだったのですか……」

　公爵の表情がまったく変わらないから、ちっとも彼の気持ちに気づけなかった。

　これからは彼のそういう心の機微も察していけるようにならないと……と反省するアリスに、公爵はまたぽつりと呟く。

「別に、あなたを責めているつもりはない。……わたしは昔から、普通にしゃべっているつもりのときでも、なぜか相手からは『責められているふうに聞こえる』と指摘されることが多かった。そんなつもりはまったくないのだが」

（それはたぶん、整いすぎているお顔立ちと、まったく動かない表情のせいかと……）

　心の中でこっそり答えたアリスは、おずおずと口を開いた。

「その、公爵様も、もう少し表情を柔らかくすれば、きっと違うと思いますわ」

「表情を柔らかく……」

「子供たちと遊んでいるときは、とても穏やかな面持ちでいらっしゃいましたもの。こう、眉間をほぐして、口角を引き上げれば――」

　ついつい言葉を継いでしまったアリスは、途中でなんと失礼なことを言っているのかと気づいて青くなる。

　だが公爵はいたって真面目にアリスの助言に従い、口の端をくいっと持ち上げた。

「こうか？」

　明らかに不自然な笑顔だった。目が笑っていないため、むしろいっそう怖く見える。

　だが彼が努力しようとしていると思うと、なんだかおかしくも可愛らしく思えて、アリスはつい小さく噴き出してしまった。

　公爵の薄紫の瞳がかすかに見開かれる。アリスは慌てて笑いを引っ込めた。

「も、申し訳ありません。失礼なことを……」

「いや」

　頭を下げるアリスに、公爵はすぐに言った。

「あなたの笑顔が愛らしくて、見惚れたのだ。子供たちと接するときの表情も天使のごとくだったが、あなたはやはり、笑っている顔がとても愛らしいのだな」

　生真面目な表情できっぱり言い切られ、ぽかんとしたアリスは、やがてじわじわと頬を赤らめた。愛らしいと言われるのはとても恥ずかしいが、美貌に恵まれた公爵に真面目な顔で言われると、羞恥心はあっという間に倍増する。

（し、心臓が飛び出しそう……）

　ドキドキしすぎてまともに息も継げない。おかげで顔がもっと真っ赤になってしまって、なんともいたたまれなかった。

　そうしているうちに、馬車はそろそろ伯爵家に到着しようかというところまできていた。

　窓の外を見やった公爵は、なぜだかぽつりと呟く。

「……帰したくないな」

　え？　とアリスは聞き返す。顔を上げた途端、彼の強い視線とかち合って息を呑んだ。

「公爵さ……あっ」

　向かいに座っていた公爵がアリスの隣に移動してきて、ぐっと肩を抱いてくる。

　突然のことにアリスは目を見開くが、すぐにふれあいそうな距離に公爵の顔が迫っているのに気づいてびっくりした。

　全身が緊張と不安、そして恥ずかしさに支配され、身体の奥がカッと熱くなる。

　その瞬間、薄く開いていた唇にかすめるようにキスされて、アリスは文字通り硬直した。

「いやか？」

　公爵が短く尋ねてくる。

　アリスはたちまち真っ赤になるが、再会したときほどの緊張はなく、むしろ頬にかかった彼の吐息に胸がドキンと高鳴るのを感じた。

「い、いや、では……なくて……」

　震え混じりのかすれた声で答えると、公爵が指先でそっとアリスの頬を撫でてくる。手袋越しでも彼の指先の温度が伝わって、アリスのドキドキは最高潮に達しそうだ。

「ならば、もう一度……いいか？」

　艶めいた低い声で言われると、なんだか肌がゾクゾクしてくる。恐怖ではなく、なにかもっと……はしたない感情が湧き出てくる感じがあって、アリスはそれに対してもひどく恥ずかしくなった。

　それでも、熱っぽくこちらを見つめながら懇願してくる公爵を撥ねのけることはできない。どう答えるのが正解だろうと戸惑いながら、アリスはそっと目を伏せ、頷くことで答えた。

　すぐに唇が重なってくる。公爵の唇は意外とふっくらしていて、温かい。角度を変えて口づけられるとくすぐったさが生じて、思わず唇を開く。

　が、その隙間からぬるりと舌が入り込んできたときには、アリスは大きく目を見開いて、とっさに彼の胸を押し出していた。

　だが公爵は離れず、アリスをなだめるように肩を撫でながら、いっそう舌を差し入れてくる。アリスは大混乱に陥りながらも、彼が求めるまま自分の舌を差し出し、絡め合わせていた。

（キ、キ、キ、キスって、こういうものなの――？）

　唇を重ね合わせるだけがキスだと思っていたから、頭が真っ白になってしまう。

　危うく酸欠になりそうなところで、ようやく唇が離されて、ぐったりしたアリスは「はぁ、はぁ……」と何度も喘いだ。

「こ、こうしゃく、さま……」

「……どうか名前で呼んでくれ。フレデリックと」

「フレデリック……」

　ぼんやりしたまま繰り返すと、公爵――フレデリックは堪えきれないように、再び唇を重ねてくる。

「蕩けた顔も素敵だな、アリス……可愛い」

　キスの合間にそんなことを囁かれると、なんだか肌の内側までじわじわ昂ぶってきて、アリスはもうされるがままだ。

　だが、生来の人見知りであがり症の彼女にとって、いきなり大人のキスを体験するのは、かなり難易度の高いふれあいだったらしい。

　無事に馬車が伯爵家の前に到着し、執事が出迎えにきた頃には、アリスはフレデリックの腕の中であえなく気を失っていた。

　ぐったりしたアリスをフレデリックが横向きに抱え、部屋まで送り届けたという話をあとでフィオナから聞かされたアリスは、（穴があったら入りたいとのはこのことよ……！）と激しく身悶えるのであった。










第五章

公爵様とオペラ











　翌日の誘いはなかった。ついでに言うと、その翌日の誘いもなかった。

　なんでも王宮から緊急の呼び出しがあり、重要な会議に参加しなければならいとのことで、フレデリックは急ぎ登城することになったのだ。

　伯爵家にはそのことに対する詫び状と、わざわざ花束まで届けられた。アリスは手ずから花を花瓶に生け、自室の暖炉の上に飾る。

　フレデリックに会えないのは残念だが、公爵としての仕事ならば仕方ない。

　それに……

　つい自分の唇を指でなぞったアリスは、たちまちかぁぁっと真っ赤になった。

（ま、まさか、キスがああいったものだったなんて……）

　絵本程度の知識しかなかった自分に、舌を絡めるキスはあまりに難度が高かった。

　あのあと、目が覚めたあとも挙動不審なアリスを見やって、フィオナがなにかあったのかと詰め寄ってきた。

　実はこういうことをされて……と答えたアリスに、フィオナは実に楽しげに笑った。

『あの堅物の公爵が、付き合って数日のあなたにディープキスをしてくるなんて！　愛されている証拠ねぇ。お熱いことで』

　一通り冷やかされたあと、舌を絡めるキスは恋人や夫婦がするもので、その先に繋がる前戯のようなものだと説明を受けた。

『前戯？　って、なんなの？』

『まっ。……でもそうよね、そこから教えないとね』

　口元に手を当てて目を丸くしたフィオナは、一転してにんまり笑うと、前戯およびその先に待ち構えていることを事細かく教えてくれた。

　結果、アリスはまた卒倒しそうになった。

　いずれはフレデリックとそうなるということを意識しただけで、心臓はドキドキするわ、汗はだらだら流れるわ、顔は赤くなりっぱなしになるわで、なんとも落ち着かない状態に陥ったのだ。

　考えるだけでこれほど慌てふためいてしまうのだから、本人を前にしたらどうなるのか……ああ、やはり倒れそうな気がする！

（こ、こんな状態で公爵様……フ、フレデリック様に会ったら、きっととても不審に思われるに決まっているわ！）

　だが、会うのを先延ばしにすることはできなかった。金曜日の夜、公爵家からの使者がやってきたのだ。

「公爵閣下からの招待状です。明日、王立劇場でオペラをご一緒にしたいとのことです」

　演目は今話題のラブロマンスらしい。フィオナに聞いたら人気の歌姫が主演を務める演目らしく、チケットを手に入れるのは大変とのことだった。

「きっと会えなかった二日分の埋め合わせても兼ねてのお誘いね」

　アリスから報告を受けたフィオナはニコッと笑うが、すぐにふぅっと大きく息をついた。

「フィオナ、大丈夫？」

「なんとかね。これだけお腹が大きくなると、あちこち痛いし、苦しくて」

「もういつ生まれてもおかしくないって、お医者様はおっしゃっていたわね」

　大きく膨らんだフィオナの腹部を見やり、アリスは少し不安な気持ちになる。

　つい最近までは赤ちゃんの誕生を待ちわびてわくわくしていたが、フィオナがつらそうにしているのを見ると、無責任に喜んでばかりいられない気がするのだ。

　そんなアリスに、フィオナはまた微笑んだ。

「アリスは優しいわね。クラウスも、実家の両親も、ただただ楽しみって感じで、わたしの心配なんてひとつもしてくれないのに」

「そ、そんなこと……」

「たぶん公爵様も、あなたのそういう優しいところに惹かれたのよ。愛されている自信を持ちなさいな」

「フィオナ……」

「教えてあげた諸々のことも、恥ずかしすぎて本当に無理だと思ったら、正直にそう伝えなさい。相手に悪いんじゃないかと思って、全部我慢する必要はないの。あなたを本当に愛しているひとなら、きちんとあなたの要望も受け入れてくれるわ」

　フィオナの助言に、アリスは深く頷く。

　そのとき扉がノックされて、兄クラウスが入ってきた。

「アリス、公爵閣下からおまえに届け物があったぞ。すぐに確認して、届けにきてくれた使者にお礼の手紙を渡しなさい」

「はい、お兄様」

　なにが届いたのかしら、とフィオナと目配せし合ってから、アリスは届け物が運ばれた自室へ向かう。

　届いていたのは、目にも鮮やかなパステルブルーのイブニングドレスだった。

　明日のオペラに是非着てほしいというフレデリックからの手紙も添えてあって、アリスは興奮と喜びでぱぁっと頬を染める。まさかドレスを用意してくれるなんて。

　嬉しさと恐れ多さで、礼をしたためるのに時間がかかってしまったが、使者はいやな顔一つすることなくアリスの手紙を受け取ってくれた。

　明日六時に迎えにくると言い置いて去っていく使者を見送り、アリスは急いでドレスを確認する。メイドたちもはしゃいでしまうほど、可愛らしくも洗練されたドレスだった。

「見てください、宝石も一緒に入っています。イヤリングと、そろいのネックレスですわ。中央にはまっているのは……まぁ、サファイアだわ……！」

「手袋と靴も入っていましたわ。なんて細やかな刺繍でしょう……！」

　アリスも感嘆のため息をつきながらドレスを見やる。生地も製法もうっとりするほど上等なドレスだ。傍らでメイドたちが意気込んだ。

「明日は精一杯お支度させていただきます！　お嬢様、今日のうちからしっかりお肌のお手入れをしておきましょう」

「そうね。そうしましょう」

　いつもは舞踏会などの催しに行く前日は、気分が塞いで仕方がない。

　だが今日ばかりは、このドレスに少しでも見劣りしないように美しくしなければという気持ちが湧いてきた。このドレスを着た自分を見て、フレデリックに喜んでもらいたい。

　いつも入浴はさっさと済ませてしまうが、この日は肌にいい薬液に長々とつかり、マッサージや洗髪も念入りにしてもらった。

　湯船から出たあとも肌に香油を擦り込み、髪を三つ編みにしてもらう。

　明日に向けての支度を万端調えたアリスは、早めに寝台に入るけれど……

（ね、眠れない……）

　気分が高揚しているのか、あるいは緊張しているのか、まったく眠気が訪れない。

　ただ目を閉じて横になっているだけでも身体は休まるというが、明日のこと、そしてフレデリックのことを考えるだけで心臓がドキドキしてしまって、とてもじっとしていることができなかった。

　何度も寝返りを打ち続け、ため息をついているうち、今度は寝坊したらどうしようという別の心配に悩まされる。

（ああ、もう、寝不足の顔でフレデリック様の前に出ていくわけにはいかないのに！）

　すぐに緊張して上がってしまう自分の性質が恨めしい！　寝台の中で耐えきれずバタバタするアリスを尻目に、夜は静かに更けていくのだった。







　予想通りと言うべきか。翌日のアリスは寝不足そのものの顔で起床することになった。

　が、優秀且つ、アリスのことをよく知るメイドたちは、そうなることを見越していたのだろう。すぐにアリスの顔にパックを施し、強張った肩に蒸しタオルを乗せ、全身を揉みほぐした。

　そして朝食のあとは目の下の隈が目立たないよう、綺麗に化粧を施してくれる。

　着付けを終える頃には約束の時間が迫っていて、アリスはそわそわと身なりを確認した。

「どこもおかしなところはない？」

「ありませんとも。大変お可愛らしいです」

　メイドたちが笑顔で請け負うのにようやく頷き、アリスは自室から玄関ホールにほど近い部屋へ移動した。やがて兄クラウスもやってきて、挨拶のため同じ部屋で待機する。

　果たして、フレデリックは約束した時間ぴったりに迎えにやってきた。

「こんばんは、アリス」

「ごきげんよう、公爵さ……フ、フレデリック様」

　慌てて言い直すと、フレデリックはほんの少し目を和ませた。

「今宵のあなたはいつにも増して美しい。ドレスも、よく似合っている」

「あ、ありがとうございます……。そ、その、ドレスをありがとうございました」

「あなたの好みがわからなかったので、似合うと思ったものを自分で選んでしまったが、押しつけになってやしないかと心配していた」

「そ、そんな。押しつけなんて、とんでもない！　とても素敵なドレスで、一目で気に入りました……！」

　勢い込んで言うと、いつも真一文字に結ばれているフレデリックの唇が、ふっと柔らかい笑みを浮かべる。

「それなら、よかった。気に入ってもらえて嬉しく思う」

「……」

　アリスはなにも言えなかった。フレデリックの笑顔があまりに素敵で、すっかり胸を撃ち抜かれてしまったのだ。

「では伯爵、妹さんをお借りいたします」

「は、はい。よろしくお願いいたします」

　クラウスもぽかんと口を開けて驚いていたが、挨拶されると我に返って頭を下げた。

　そんな兄の見送りを受けて、アリスは馬車に乗り込む。

　だが、いざフレデリックと馬車の中で二人きりになると、忘れかけていた緊張感が戻ってきて、喉がカラカラに渇いてきた。

（ど、どうしよう。どこを向いていたらいいのかわからないわ……）

　馬車の中ということもあり、どうしても先日のキスを思い出して落ち着かなくなってしまう。

　会話をしようにも、もうドレスの礼は伝えてしまったし、この二日間について尋ねるのも気が引けた。

　彼は昨日まで王城での会議に出席していたのだ。内容を聞いたところで、他者においそれと教えられるものではないだろうし……

（そ、それに、今日のフレデリック様は、なんと言うか、素敵すぎるわ……！）

　オペラに行くということで、彼は夜会に参加するときのような丈の長い上着を着込んでいた。いつも見ていた昼の装いももちろん素敵だが、高い襟元にきっちりタイを結んでいる姿は別格で、王族としての風格が漂っている。

　なにより、髪型がとても格好いいのだ。いつも無造作にひとくくりにしているだけの銀髪は、丁寧に櫛を入れられ、広い肩にはらりとかかっている。下ろしっぱなしの前髪も綺麗に撫でつけてあり、いつにも増して凜々しかった。

（こ、こんな素敵な方と婚約して、キスもしていて……ああ、わたし、一生ぶんの幸運をもう使い切っている気がする……！）

　なんだか目を合わすことすら申し訳ない気持ちに駆られるほどだ。

　おかげで劇場に着くまで碌な会話もできず、到着後もぎくしゃくしながらエスコートされる羽目になってしまった。

（オペラを観るのは初めてだわ……）

　劇場に入ると、初めての場所ということもあり、意識が少しフレデリックから離れる。

　失礼にならない程度に周囲を見回しつつ、アリスたちはボックス席へ向かった。

「ここが、わたしたちが年間契約している席になっている」

「まぁ……！」

　数あるボックス席の中でも、舞台だけでなく客席も見渡せる素晴らしい位置だ。さすがは王族が座る場所……年間契約という点にも仰天してしまう。

「父がオペラや演奏会に造詣が深いひとだったのだ。あいにく、わたしはそうでもないが。だからこの席に座るのも久々だ」

　毎度空席にしておくのはもったいないので、親戚や友人に貸すことも多いという。

　彼の言う『親戚や友人』というのは、おそらく王族やそれに準じる方々だろうと思うと、雲の上の話だけにくらくらしてしまった。

　少しして劇場の照明が落ちて、ざわざわという話し声もすぐに静まる。幕が開くと拍手が鳴り響いて、アリスも舞台に注目した。

　いざ始まってしまえば、フレデリックとのぎこちない空気も、王族が座る席にいる緊張も吹き飛んで、アリスはすっかり舞台に夢中になっていた。

　役者たちの真に迫った演技はもちろん、今季一番人気と言われる歌姫の歌唱は確かに素晴らしかった。オーケストラの重厚な演奏に歌姫の伸びやかな高音が加わると、胸が震えるほどの感動が迫って、序盤から圧倒されっぱなしになったのだ。

　気づけば身を乗り出すほどのめり込んでいて、幕が下りて明かりがついたときには、無意識に詰めていた息をほーっと吐き出すほどだった。

「楽しめているようだな」

「ええ、とても……。あ、す、すみませんっ、わたしったら夢中になってしまって……」

　感動の余韻で胸がいっぱいになる中、夢見心地で頷いたアリスは、ここがどこだか思い出してハッと我に返る。

　興奮で頬を染めるアリスと対照的に、フレデリックはここへきたときとまったく変わらぬ涼やかな面持ちだ。自分だけはしゃいでいる気がして、アリスはひどく恥じ入った。

　フレデリックはなにも言わず、ゆっくり席から立ち上がる。

「幕が上がるまで時間がある。別室に軽食が用意されているから、少しつまみに行こう」

「は、はい……」

　アリスも慌てて立ち上がる。フレデリックは儀礼的に腕を差し出してくるが、視線を向けてくることはない。

（舞台ばかり見るのは失礼だったのかもしれないわ。せっかく一緒にきているのだから、会話を楽しんだりするべきだったのよ……）

　クラウスやフィオナからオペラでの作法を聞いておけばよかったと、アリスはひどく後悔した。

　だが沈んだ表情を浮かべてはいられない。別室にはアリスたちと同じように休憩にきているひとが大勢いたのだ。

　思いがけず人混みに入ってしまい、アリスはたちまち身を強張らせた。

（た、倒れては駄目よ、アリス。結婚すればこうして人前に出てくる機会も増えるだろうし、な、慣れていかないと……）

　今にも卒倒しそうになる自分に言い聞かせていると、不意にフレデリックが腕をポンポンと叩いてきた。

「さほど気負うことはない。微笑んでいれば大丈夫だ。受け答えはわたしがする」

　アリスはハッと顔を上げる。だがそのときには、フレデリックの視線は前に向けられていた。

　王族である若き公爵は、地位はもとより、その美貌でも多くのひとを引きつける。

　さっそく何人かが挨拶に近づいてきて、二人はすぐに囲まれてしまった。

「そちらが噂の婚約者殿ですか。お可愛らしいお嬢さんだ。お名前は――？」

「ロルディ伯爵家のアリス嬢です」

「確かロルディ伯爵は文官としてお勤めでしたわね。お兄様のお仕事繋がりで、公爵様とお知り合いに？」

「え、と……」

　おしゃべり好きそうな婦人に話を振られ、アリスは言いよどむ。

　思わず身を強張らせると、フレデリックがそっと耳打ちしてきた。

「すまないが、飲み物をもらってきてくれないだろうか？　できればシャンパンがいい」

「あ……はい、わかりました」

　アリスはすぐに一礼して、飲み物が並ぶテーブルに向かう。

　歩きながら、アリスはフレデリックの言葉の意図にハッと気づいた。

　きっと彼は無遠慮な会話からアリスを護るために、わざとお使いを頼んで会話の輪から外してくれたのだ。

　そのことをありがたく思う反面、どうしようもなく落ち込んでしまう。

（ああいう会話を楽しめる力がわたしにはないと思われている、ということでもあるもの……。実際、そうなのだけど）

　はぁ、と知らずため息が出る。自分が頼りないと思われていることが、なんだかとても口惜しかった。

　本来ならフレデリックに感謝すべきところなのに、そんなにわたしは弱々しく見えるのかと、腹立たしくも思ってしまう自分に嫌気が差す。

（今度から、そういうお気遣いはしていただかなくても大丈夫だとお伝えしたほうがいいかしら）

　かといって、にこやかに会話しろと言われても、これまで徹底的に避けてきたことだけに、すぐにどうこうできる気もしないが……

　悶々と考えながら、並べられた飲み物の中からシャンパンを手に取る。

　と、そのとき、「ちょっとよろしいかしら？」と傍らから声をかけられた。

「？　……わ、わたしに声をかけられたのでしょうか？」

「ええ、もちろん。あなた以外に誰かいるとでも？」

　戸惑うアリスに、声をかけてきた令嬢はくすりと笑う。それはアリスの苦手な類の微笑みだった。

　おまけに、その令嬢のうしろには同じ年頃の令嬢が何人も控えている。さりげなく囲まれてしまっては逃げることもできず、アリスは震え上がりそうになった。

　が、ここでおびえていてはどうしようもない。つい先ほど、フレデリックに護られて落ち込んだばかりではないか。

　今後はこういう令嬢たちとも、そつなく付き合えるようにならなければ……。アリスは気持ちを奮い立たせた。

「し、失礼いたしました。こういう場には慣れていないもので……」

「ええ、そうでしょうね。あまりこういった席であなたの姿を見たことがないもの。その代わり、孤児院や教会にはよく顔を出していらっしゃるのでしょう？」

　令嬢は笑顔を保っていたが、言葉には確かな棘があり、アリスは否応なく緊張した。

「ええ、そうです……」

「ご立派なことね。でも、それが公爵様を落とすための策略だったの？」

「は？」

　アリスは思わず、ぽかんと口を開けた。

（公爵様を落とすための策略……？）

　どういう意味？　と言葉にしなくても表情だけで伝わったのだろう。令嬢たちはくすくす笑いながら詰め寄ってきた。

「オーヴァン公爵様が亡きご両親の意志を継いで、慈善事業に心を砕いていらっしゃるのは周知の事実だわ。あなたもそのことを知っているから、かわいそうな子供たちの面倒を見ているところを、ここぞとばかりに主張なさったんでしょう？　公爵様のお心を射止めるために」

　唖然とするアリスに、令嬢たちは扇をはためかせながら、さらに言葉を重ねてくる。

「わざわざ公爵様がバザーに顔を出す日を選んで、チャリティーの品を持っていったり」

「公爵様を誘って孤児院を訪問したり。とても上手くおやりになったのねぇ？」

「少しあざといと思わなくもないけれど、殿方はそういうのに弱いところがあるから」

　したり顔で頷く令嬢たちだが、アリスは徐々に眉を寄せ表情を曇らせていく。どうやら彼女たちはとんでもない勘違いをしているようだ。

　だがそれを説明しようとするのを遮って、令嬢たちはまた口を開く。

「別にそういうやり方を非難しているつもりはないの。伯爵令嬢ごときでは、そういった手段でも使わないと、王族でもある公爵様のお目に留まるのは難しかったでしょうし」

「だからこそ、上手くやれたことですこと、と申し上げたいの。わたくしたち、とても感心していましてよ？」

　いかにも「あなたのお考えはわかっていますから」という感じで言われるが、的外れもいいところだ。アリスは戸惑うと同時に、なんと言えば彼女たちの考えを変えられるだろうかと、めまぐるしく思い悩み始めてしまう。

　だが一対多数では説得が難しい上、アリスが口を開こうとすると、すぐに誰かがそれを遮って「わかっていますから」「わたしたち、あなたを悪く言うつもりはないの」と、またまた妙なことを言ってくるのだ。アリスは困惑して口をつぐんだ。

　だが、それが失敗だった。黙り込んだアリスを前に、上手くやり込められたと思ったのだろう。令嬢たちは満足げな笑みを浮かべると、さらにたたみかけてきた。

「滅多に人前に出ていらっしゃらない公爵様が、オペラに誘い出してくださるくらいだもの。アリス様はきっととても愛されていらっしゃるのね」

「けれど、公爵様の気を引くためだけに孤児院に通っていることが知れたら、潔癖な公爵様のこと、すぐに愛想を尽かされてしまいますわ」

「そういった浅はかな悪知恵はボロが出やすいものですし」

「せいぜいお気をつけになることね」

　……彼女たちは親切心かなにかで、そう言っているのだろうか？

　アリスは、なんだかだんだんムカムカしてきた。

　普段なら三、四人に囲まれ、あちこちから言葉をかけられたら、あっという間に混乱に陥り、冷や汗をだらだらかいているところだ。余力が残っている場合は、必死に愛想笑いを浮かべて後ずさるか、逃げ出すタイミングを計るところである。

　――だが、今はなぜだか、逃げ出そうという気にはならなかった。

（わたしがフレデリック様の気を引くために孤児院通いを続けている、なんて……）

　とんだ勘違い……というか、侮辱もいいところである。

　自分のことだけ言われるなら、ここまで腹立たしい気持ちになどならない。

　ただこの令嬢たちが、そんなアリスに惹かれるフレデリックもフレデリックだ、という気持ちでいるのかと考えると、そこはなんとしてでも訂正しなければ！　という使命感にも似た思いが燃え上がったのだ。

「わ、わたしは、公爵様のお気を引くために、孤児院を訪れていたわけではありません……！」

　ありったけの勇気をかき集めなんとか言い返したアリスだが、慣れないことをしているせいか、言葉はどうしても震えてしまう。

　そんなアリスが面白いのかなんなのか、令嬢たちは嘲りが滲む冷笑を浮かべ、そうでしょうねぇ、と頷いた。

「ええ、ええ、そう言うに決まっていますわ。誰も本当のことを指摘されたところで、『はい、そうです』と頷いたりしませんもの」

「ち、違います。わたしは本当に……っ」

「本当に？　まさか、本当に好き好んで孤児院通いをなさっていたとおっしゃるの？　あらまぁ……それはそれで……ねぇ……？」

　一人がわざとらしく目を丸くして、周囲の令嬢に目配せする。ほかの令嬢たちも扇の陰でくすっといやな感じの笑みを浮かべた。

「ええ。寄進のために訪れるならまだしも、孤児院なんて」

「孤児と戯れるなんて、とてもではありませんけど……ねぇ？」

　アリスは愕然と目を見開く。令嬢たちの目には、明らかに孤児たちへの侮蔑の色が浮かんでいたのだ。

　それまで以上の強い憤りを感じ、アリスの頬がカッと熱くなる。

　同時に、いつだかフレデリックが口にしていた言葉が耳によみがえってきた。

『孤児といえど、子は国の宝だ』

　目の前の令嬢たちは、そんなフレデリックの考えさえ嘲笑うつもりなのだろうか？

（そんなの、とうてい黙っていられないわ――！）

「お……親がいないというだけの子たちを、そうやって嘲笑うのは、い、いけないことだと思います……！」

　アリスはぐっと拳を握り、令嬢たちにはっきり聞こえるよう声を振り絞った。

　必死さが顔に出ているのか、令嬢たちは一瞬気圧されたようにひるんだが、すぐに言い返してくる。

「まぁっ。どうしても孤児院通いを自分の慈善事業として認めさせたいようですわね。公爵様の花嫁になりたいからといって見苦しい――」

「公爵様の花嫁になるために、わたしはあの子たちと親しくしてきたわけではありませんっ。勝手な憶測はやめてください……！」

　今度はさっきより声が出た。そのことに勇気を得て、アリスは一歩踏み出す。

「あ、あなた方が孤児たちをどう思っているかは知りませんが、あの子たちはとてもいい子です……！　その子たちを侮辱する言い方はやめてください」

　そうだ。フレデリックを悪く言われるのも耐えがたいが、孤児たちを貶められるのも許せない。孤児院で暮らす彼らが、とても優しくたくましい子供たちであることを、アリスは誰より知っているのだ。

「一度も孤児とふれあったことがないのに、どうしてあの子たちを悪く言うことができるのですか？　そ、それに、親のいない子だって、しっかりした教育と職業訓練を受ければ、立派な働き手としてこの国のために働いてくれます！」

　フレデリックの受け売りというところが少し悲しいが、とにかく孤児たちを悪く言われ続けるよりはマシだ。アリスは果敢に言葉を続けた。

「わたしたち貴族こそ、そういう子たちのことを考え、支援していくべきだと思います。公爵様が慈善事業に熱心なのは、そのことをきちんと理解されているからだわ。それを知らずに、一方的に憶測を言うのはやめてください……！」

　一息に言い切ったアリスは、どっと疲れを覚え、思わずはぁはぁと肩を上下させてしまう。生まれてこの方、こんなふうに誰かに言い返したのは初めてだ。

　令嬢たちは、いかにもおとなしそうなアリスが一気に言い返してきたことに、あっけにとられていた様子だ。

　だが少しすると、気に入らないという気持ちが芽生えてきたのだろう。たちまち険悪な表情になり、一斉に非難を浴びせてきた。

「まぁっ、淑女がそんな大声で叫ぶなんてはしたない……！」

「こんな礼儀もなっていない方が、王族の花嫁になるなんて世も末だわ」

「あら、早々に化けの皮が剥がれてよかったと思うべきではなくて？　こんな場所で大声を上げたことがわかれば、いくら公爵様でも、こんな子を花嫁にしたいなんて思わないでしょうよ」

　アリスはひどく戸惑った。さっきまでと議論の矛先が変わってしまい、とっさに話についていけなくなったのだ。

　それに言い返すなんて慣れないことをしたせいか、体力も気力もごっそり削られてしまった。その上でまた別方向から責められて、頭が上手く回らない。

　アリスが弱気になったのに目ざとく気づいて、令嬢たちは水を得た魚のごとく蕩々とまくし立ててくる。

「公爵様の婚約者に選ばれたからといって、いい気にならないことよ。あなたのような礼儀知らずは、遠からず愛想を尽かされるだけだわ」

「その前にご自分から身を引かれるとよろしいでしょう。あなたに少しでも賢さがあるなら、それが一番波風の立たない方法だとわかるでしょう？」

「身の程知らずもほどほどにね」

　あからさまに嘲笑されて、アリスは半分傷つき、半分イラッとした。

　――結局、彼女たちはアリスを気に食わないだけではないか。

　唐突にそのことに気づき、アリスはようやく彼女たちの言動に納得する。

　彼女たちは、ただただアリスが気に入らないだけなのだ。

　これまでまるで目立つこともなかったアリスが、いきなり王族であるフレデリックの婚約者になったから、腹立たしく思っているのかもしれない。それなら、こんなふうに突っかかってくるのも納得できる。

　だが、そういうひとたちに反論したところで意味はない。彼女たちはアリスを傷つけたいだけなのだから、言い返せば言い返すほど、もっとひどい言葉を重ねて、さらに傷つけようとしてくるに決まっているのだ。

　まともに相手をしたところでどうしようもない。だが、そのことに気づいたところで、今更すごすごと引き下がるのはいやだった。みっともなく泣き出したり、緊張のあまり倒れたりするのはもっといやだ。

（だって、そんなことになったら、この方たちはわたしに勝ったと思って、わたしが言った言葉もきっと全部忘れてしまうわ）

　自分が孤児たちを侮辱したことも、それに対しアリスが反論したことも。

　それだけはいやだ。それにアリスの反論の中には、フレデリックの言葉も入っていたのだ。彼の言葉、考えを忘れてほしくはない。

　アリスは萎えかけた気力を、もう一度奮い立たせた。

「わ、わたしのことを礼儀知らずだとおっしゃいますが……そ、そんなわたしに対して、大勢で言いがかりをつけてくるあなた方も、相当礼儀知らずだと思いますわ！」

　思い切って言い切ると、令嬢たちはぎょっと目を瞠って、たちまち眉をつり上げる。

　きっと、それまで以上の嫌味や叱責を浴びせられるだろう。その衝撃を覚悟して、アリスは奥歯をきつく噛みしめた。

　しかし――

「わたしの婚約者の言うとおりだ。このような場所で、一人に対し集団で言いがかりをつけてくるなど卑怯千万。我が国の淑女たちの行いとは思いたくないものだな」

　決して大きくはない、だが不思議と無視できない、そんな声音があいだに入ってきて、令嬢たちはもちろんアリスも大きく息を呑んで固まった。

　振り返ってみれば、いつからそこにいたのか――フレデリックが、いつもと同じ怜悧な面持ちでたたずんでいる。

　アリスは思わず小さくなるが、フレデリックの大きな手は、彼女の肩をいたわるように撫でてきた。そのままぐっと引き寄せられ、大きな胸に顔を埋める形になる。

　護るようにしっかりと抱き寄せられて、アリスはほっと息をついた。同時に張り詰めていた緊張の糸が切れて、先ほど以上の疲れが押し寄せてくる。

　危うく失神しそうになるのを、フレデリックの上着に掴まることでなんとか耐えて、アリスはぼんやりと彼の言葉を聞いていた。

「なにか勘違いしているようだが、わたしとアリスが出会ったのは王宮舞踏会だ。可憐でしとやかな姿に魅了され、翌々日のチャリティーで孤児たちに慕われている姿を見て、強烈に惹きつけられたのだ。親がなく、さみしさを抱えている子供たちに姉と慕われる彼女は、こんな場所でしか嫌味を言えないあなた方と比べると、天使か聖女のようだな」

　立っているだけで精一杯のアリスは気づかなかったが、その美貌に冷たい怒りを浮かべたフレデリックに睨まれた令嬢たちは、かわいそうなくらい真っ青になり竦み上がっていた。

　フレデリックの身分が低ければ、令嬢たちもツンとして言い返せただろう。

　だが、彼は王族の一員である公爵閣下だ。反論できる人間など、この国には数えるほどしか存在しない。

　令嬢たちがほとんど半泣きになり、今にも倒れそうになった頃、騒ぎに気づいた親族たちが慌てて娘を引き取りにきた。

　アリスへ最初に声をかけた令嬢の父親が、蒼白になって詫びの言葉を口にしたが、フレデリックは耳を貸そうとせず踵を返す。

　未だ怒りを纏った彼に周囲の人々はおののいて、自然と道を空けて頭を下げていた――










第六章

公爵様の勘違い











　アリスはフレデリックに掴まったままぎゅっと目を閉じ、機械的に足を動かしていたが、彼に「もう大丈夫だ」と声をかけられ、ようやく目を開けることができた。

「あ……わ、わたし……」

「まずは、これを飲みなさい。気つけが必要だ」

　そう言って差し出されたのは、ブランデーを垂らした紅茶だった。

　いつの間にか二人はボックス席に戻っていて、背後では劇場の係員とおぼしき青年がポットを持って控えていた。

　アリスはおずおずとカップを受け取り、一口啜る。火傷しない程度の熱さのお茶が喉を滑り落ち胃に溜まると、知らずほっと安堵の息が漏れた。

「あ、あの、ごめんなさい。ご迷惑をおかけいたしました……」

　今更ながら、大勢のひとが見ている中で騒ぎを起こしてしまったことに気づき、アリスは青くなって謝罪する。

　それに対し、フレデリックは素っ気なく答えた。

「別に迷惑などかけられていない」

　素っ気なさすぎて、本当にそう思っているのかどうか、まるでわからない返答だ。それに彼はアリスのほうを見ようともしない。

「で、でも、あの、怒っていらっしゃいます……」

　危うく泣きそうになるのを必死に抑えて尋ねると、フレデリックはようやくアリスに目を向けた。

「わたしは怒ってなどいない。むしろ腹を立てているのは、あなたのほうではないのか？」

　思いもしなかったことを言われ、アリスは水色の瞳を大きく瞠った。

「ど、どうしてそんなこと――」

「……今日は出かける馬車の中から緊張した様子で……わたしと視線が合っても逸らしていただろう」

「あっ……」

　アリスは思わず声を上げる。

　確かに今日はぎくしゃくしていた。先日のキスの一件以来、彼の顔を思い浮かべるだけでドキドキしていた上、二日ぶりに会う彼がいつもに増して素敵だったこともあり、恥ずかしさと嬉しさと不安とで、すっかり浮き足だっていたのだ。

　だが、まさかそれを怒っているためと取られてしまうなんて……！

　アリスは慌てて首を横にぶんぶん振った。

「ち、違います……！　決して怒っていたわけでは……」

「そうだろうか？　さっきも、意地の悪い令嬢たちに囲まれながら、わたしに助けを求めることもしなかった。そんなにわたしは頼りないだろうか？」

「そんなこと……！」

　驚きのあまり息が止まりそうだと思いながら、アリスは必死に身を乗り出す。

　必死すぎて、つい彼の手を掴んでいた。フレデリックがわずかに目を瞠るが、アリスは気づかず、とにかく誤解を解きたい一心で口を開く。

「フレデリック様が頼りないなんて、そんなことはありません！　むしろ頼りないのはわたしのほうで……っ。フレデリック様がわたしを気遣って会話から遠ざけてくださったときも、ほっとして嬉しかった反面、すごく情けなくなって……っ。だ、だから、きちんと話せるようにならないとと思って、あの方たちとお話ししていたんです」

　まさかアリスを傷つけるために、いろいろとひどい言葉を浴びせてくるとは思ってもみなかったけれど。

　そう考えたとき、孤児たちに対する彼女らの嘲笑が脳裏によみがえってきて、怒りがかすかに再燃した。

「でも、あの方たちは孤児院の子供たちのことをよく思っていなくて……。あの子たちのことをなにも知らないひとに悪く言われたくないと思ったら、黙っていられなくなったんです。決してフレデリック様が頼りないのではなく、わたしが自分の言葉で、彼女たちに言い返したいと思ったから、その……ああ、なったんです」

　結局そのあと別のことで責められ、上手く切り返せなくて彼に助けてもらったことを考えると、成功したとは言いがたいが。

　だがこれまで、こういった場でのおしゃべりを避けてきたことを考えると、かなり頑張ったほうだと思う。

　今後はもう少しつかえずに言葉が出てくるようにしないと……とひっそり誓うアリスに対し、フレデリックは「なるほど、そういう理由だったか」と小さく頷いた。

「あの、でも、助けにきてくださったのはとてもありがたかったです。あのまま言い合っていたら、もっと大変なことになっていたかもしれないし……」

「別に、あれくらいどうということはない」

　フレデリックはさらりと答える。

　確かに、彼のように常に堂々としていて、簡潔ながらはっきりした言葉で意思を伝えることができるなら、口喧嘩だろうと議論だろうと負けることはないだろう。

　わたしもそういうふうになれればいいのに……とアリスは思うが、フレデリックの次の言葉で慌てて顔を上げた。

「だが、やはりあなたがわたしに怒っていた理由がわからない」

「で、ですから、フレデリック様に怒ってなんかいません……！」

　恥ずかしさに真っ赤になるが、ここで曖昧にしては余計に誤解を生むだけだ。アリスは今日何度目かの勇気を奮い立たせた。

「フ、フレデリック様と目を合わせないようにしていたのは、怒っていたのではなく、その……は、恥ずかしかったからなんですっ」

　首筋まで赤くなりながら告白したアリスに、フレデリックは虚を突かれた面持ちになった。

「……恥ずかしい？」

　まるで世の中にそんな感情が存在していることすら知らなかったと言わんばかりだ。

　実際にフレデリックが恥ずかしがる場面が想像できないだけに、アリスは頭を抱えたくなった。

「そ、その、フレデリック様に見つめられると……ド、ドキドキして、まともに息も継げなくなるのです。顔も真っ赤になってしまうから、その、とても見られたものではないだろうと思うと、恥ずかしいし情けないし……き、嫌われやしないかと、すごく不安になってしまって……」

「馬鹿な。わたしがそんな理由であなたを嫌うなどあり得ない」

　きっぱり言ってもらって、嬉しいやら、やっぱり恥ずかしいやら……アリスはついつい小さくなった。

「つまり……アリス、あなたはわたしに怒っているわけでも、嫌っているわけでもない、ということだな？」

「怒っていませんし、フレデリック様を嫌うなんて、わたしにとってもあり得ないことです」

　それはきっぱり言っておかなければと、恥ずかしさをこらえしっかり頷く。

　すると、フレデリックはまぶたを伏せ、ふーっと長々と息を吐いた。

「フレデリック様……？」

　どこか疲れたような彼の面持ちに、アリスは心配になる。

　だが彼は、自分の手に重なったままだったアリスの手を、包み込むようにぎゅっと握りしめてきた。

「フ、フレデリック様……」

「……わたしはてっきり、先日キスしたことであなたが気分を害して、怒っているから、わたしと目も合わせないのだと思っていた」

　まっすぐ目を見つめて言われて、アリスは鋭く息を呑む。

「ち、違います。怒ってなんか……。は、恥ずかしいとは思いましたけど……いやでは、なかったし」

「いやではなかった……？」

　囁き声で聞き返され、アリスの胸がとくとくと速い鼓動を刻み始める。

「……は、い。いやでは、ありませんでした」

　またまた襲ってきた恥ずかしさのあまり震え声になるが、フレデリックはちゃんと聞き取れたようだ。

「ならば、もう一度キスしても――？」

　いつの間にか、手を伸ばせばすぐにふれられる距離までフレデリックが近づいていた。

　薄紫の瞳にじっと見つめられると、難しいことはなにも考えられなくなる。

　徐々に近づいてくる彼の唇を認識して、心臓が胸を突き破りそうなほど激しくドキドキしていた。だがその唇を避けるという発想はまるでなくて、アリスは目を伏せることで答えを告げる。

　ほどなく、柔らかな唇がそっと重なってきた。

　角度を変えて二度、三度とふれられて、アリスは緊張のあまり息を止めてしまう。

　だがなだめるように背中を撫でられると、くすぐったさに「んっ……」と声が漏れて、唇がかすかに開いた。

　その瞬間、フレデリックが舌を滑り込ませてくる。

「ふっ……ん、う……」

　彼の舌がアリスの舌にふれてくると、身体に火を入れられたような感覚がして、下腹の奥がなぜだかカッと熱くなった。ぬるぬると擦りつけられると、いっそう熱さが増して、頭がくらくらしてくる。

　そのとき、遠くでブザーが鳴った。後半の幕が上がる合図だ。アリスはハッと我に返り、フレデリックの肩をそっと叩いた。

「フレデリックさま……幕が……んんっ」

　フレデリックは聞き入れず、それどころかよそ見をするなと言いたげにアリスの頬を両手で包む。決して強い力ではなかったが、独占欲を感じさせる仕草に、アリスはドキッと胸を高鳴らせた。

「ふぁ……っ」

　遠くで役者が歌い出すのが聞こえる。それに合わせて弦楽器が音楽を奏で出すのも。

　前半はあれほどオペラに熱中できたのに、今はフレデリックのことで頭がいっぱいで、舞台のことが遠い世界の出来事のように思えた。

　彼が口づけながら、大きな手をアリスの首筋や肩に滑らせてくるから、よけいにほかのことは考えられない。恥ずかしくてたまらない一方、彼にふれられることがとても心地よく感じて、唇が離れた瞬間には「は、ぁ……」と熱っぽいため息をついてしまった。

「アリス……」

　フレデリックがうめき声ともうなり声ともつかない声を漏らして、アリスの頬や顎、首筋へとキスを落としていく。唇への深いキスで半ばぐったりしていたアリスは、彼の吐息がデコルテにかかるのを感じ、びくんっと大きく震えた。

「あ、あ、フレデリックさま……」

　アリスはひどく慌てる。フィオナに聞いた『キスの先にあること』が脳裏をよぎり、まさかという思いに身体が強張った。

「い、いけません、こんな……。オ、オペラ、始まっていて……」

　小声でたしなめるも、フレデリックは聞かない。それどころかアリスの背に手を回して、ドレスのボタンを器用に外してしまう。

　ドレスどころか、その下にあるコルセットの紐までほどいてきて……

「や、ぁ、あ……っ」

　締めつけの緩くなったコルセットが、ドレスを巻き込みストンと落ちてきて、アリスは慌てて胸元を覆った。

「だめです、誰かに、見られたら……っ」

　アリスは慌てて背後を振り返る。ついさっきまでポットを手にたたずんでいた青年は、いつの間にか姿を消していた。

　客人たちはクライマックスへ進む舞台に目を向けていて、こちらを見ている様子はない。

　フレデリックは剥き出しになったアリスの肩に口づけながら囁いてくる。

「ここは客席からは見えない角度にある。それでも心配ならカーテンを下ろそう」

　言い終える前に、フレデリックは片側のカーテンをそっと引く。舞台は見えるけれど、客席は完全に遮断された。見られることを回避できたことに、アリスはほっと息をつく。

　だが耳元でフレデリックがかすかに息を吐く気配がして、そっと顔を上げた。

　見れば、彼はほんの少しとはいえ口角を引き上げ、柔らかく微笑んでいた。

「あなたのその様子だと、他人に見られる心配がないなら、好きにされてもかまわないと言っているように見えるな」

「え……？」

　アリスは目をパチパチと瞬いたが、言葉の意味を理解するなり、首筋まで赤くなった。

「そ、そ、そんな、つもりでは……っ」

「あいにくと、やめることは難しい。あなたの蕩けそうな表情を見ているうち、もうこんなふうになってしまった」

「え？　……っ……!?」

　アリスの手を取ったフレデリックは、その指先を自身の下肢へ持っていく。

　されるがままになっていたアリスだが、彼の脚衣越しにふれた『なにか』の存在を理解すると、こぼれんばかりに目を見開いて絶句した。

「フ、フ、フレデリック、さま……こ、これって……!?」

　思わず尋ねてしまったが、フレデリックの唇が答えを言おうと動くのを見たアリスは、今度は慌てて彼の口元を両手で押さえた。

「い、いいい言わなくて結構ですので……！」

「……なるほど、ということは、これがどういうものかはわかっているということだな。今どういう状態になっているかということも」

「うっ……」

　アリスは泣きそうになりながらも小さく頷く。そして心の隅でフィオナに少し感謝した。

　閨ごとについてあれこれ聞かされたときは、恥ずかしさのあまり卒倒寸前だった。

　しかし、聞いていなかったらいなかったで、彼の分身が滾っている理由がわからず、ただただ恐怖を感じて逃げ出していたかもしれない。

　知識を得たおかげで、アリスは彼が欲情してそういう状態になっていることを、はっきり理解することができた。

　が、理解できたらできたで、やはり恥ずかしさはあるわけで。

（フ、フレデリック様ったら、こんな場所で……わ、わたしを相手に、こんなふうになってしまうなんて……！）

　恥ずかしい……だが……ほんの少し、嬉しさも感じて、アリスはそう思った自分にひどく驚いた。自分で欲情してもらえて嬉しい、なんて……なんだかとてもいやらしい女になったみたいで空恐ろしい。

　だが、フレデリックは震えるアリスをなだめるため、柔らかな口づけを繰り返してきた。

「ん……フレデリックさま……」

「こんなところで盛るなど、あなたのような清らかな女性にとっては、軽蔑に値することかもしれないな」

「そんな、ことは……んっ……」

「だが、許してほしい。恐怖で小刻みに震えながらも、あの令嬢たちに果敢に言い返すあなたを見て、愛おしさが止まらなくなったのだ。わたしの愛する女性は、自らの正義のために奮い立つことができるのだと知って、あなたのことがこれまで以上に誇らしくなった」

　アリスのドレスを脱がしながら、フレデリックは低く耳に心地よい声で囁いてくる。

　過剰なほどの褒め言葉にアリスは恐縮するが、彼の舌が耳の裏を這い、耳朶を甘噛みしてくると、たちまち意識はそっちに持っていかれた。

「あ、あぁ……耳、いやっ……んぅ……」

「愛しい気持ちがあふれて……すぐにでも抱きたいと思ったが、あなたが先日のキスを怒っていると思ったから自重していた。だがそうでないとわかったからには……もうこの思いを止めることはできない」

　普段の怜悧で理知的な彼からは想像できないほど情熱的な台詞だ。それほどまでに強く求められていることに、アリスは恐れ多さと緊張と、それを上回るほどの喜びを感じる。

　ドキドキしっぱなしの胸が熱くなって、アリスもまた彼への思いでいっぱいになった。

「わ、たしも……」

　耳殻を舐められる刺激にゾクゾクしながらも、アリスはなんとか言葉を紡ぐ。

「フレデリック様のこと……とても、好きです……お慕い、しています……」

「アリス――」

　フレデリックがかすかに目を見開く。

　初めて会ったときに比べて、彼はいろんな表情を見せてくれるようになった。ほんの少し目を瞠るだけ、あるいはほんの少し口角を引き上げるだけ――といった些細な変化だが、アリスにはそれがとても特別なものに思える。

　自分にだけ見せてくれる表情なのかと思うと、いっそう愛しさが湧いて、アリスはそっとフレデリックの頬を撫でた。

「は、初めてお目にかかったとき、助けていただいて本当に嬉しかったんです……。わたしのために孤児院へ行ってくれた優しさも、子供たちと楽しそうに遊ぶ姿も、全部素敵で……わ、わたしなんかが、あなたと結婚してもいいのかと思うくらい……」

「あなたでなければ駄目だ。わたしはあなたを妻にしたい。あなただから、妻にしたいと思ったんだ」

　フレデリックが力強く請け負う。そしてたまらなくなったように、再びアリスに口づけてきた。

「んぅ……っ、フ、フレデリック……」

「わたしもだ、アリス。孤児たちに姉と慕われ、彼らに心からの笑顔を向けるあなたのことを愛おしいと思った。ああ、アリス――」

　アリスと口づけたまま、彼が体重をかけてくる。男の重みを受けて、アリスはふかふかした長椅子に仰向けに倒れ込んだ。いつの間にか袖を抜かれたドレスが、一気に腰まで落ちてくる。

　上半身がすっかり露わになっていることに気づき、アリスはとっさに腕を交差させ胸を隠した。だがその腕をフレデリックがすぐに取り上げてしまう。

「あ、み、見ないで……」

　劇場全体は暗くなっていたが、煌々と舞台を照らす明かりは、カーテンの向こうからボックス席まで差し込んでいた。明かりはちょうど仰向けになったアリスに降り注いでいる。

　おかげで、フレデリックはアリスの真っ白な裸身を、あますことなく見ることができていた。

「……見るなというのは無理な相談だ。これほど美しい身体をしていたとは」

「い、いや、言わないで……っ」

　アリスはか細い声で懇願するが、そう言っているあいだもフレデリックの目はアリスの肌をたどっている。直接ふれられているわけでもないのに、アリスは彼の視線を感じるだけで、ゾクゾクした感覚に打ち震えていた。

　自然と息が上がって、コルセットから解放された乳房が大きく上下する。

　それに目をとめたフレデリックは、そっとアリスの左胸を片手で包み込んだ。

「んっ……」

　ただ手を置かれただけなのに、息が止まるほどの恥ずかしさがアリスを襲う。膨らみを優しくたどられると、耐えきれず熱のこもったため息が漏れた。

「なんという柔らかさだ……」

　フレデリックが感嘆の面持ちで呟く。そしてもう一方の手で右胸の膨らみも包んで、柔らかく揉みしだき始めた。

「あ、あぁ……ぅ、んん……っ」

　くすぐったいようなもどかしいような、なんとも言えぬ心地にアリスはビクビクと震える。両手で口元を押さえ、声が漏れないように必死になった。

　そんな二人の傍らで、舞台もいつの間にかクライマックスを迎えているらしい。

　恥ずかしさで沸騰するアリスの頭に、歌姫の声がかすかに届いた。身体の芯が震えるほどのアリアに、身体が勝手に呼応してどんどん熱くなっていく。

（ああ、だめ。このままじゃ……おかしくなっちゃう……）

　身をかがめたフレデリックが、アリスの乳頭に唇でふれてきた。熱い吐息と柔らかな唇の感触に、アリスはそれまでで一番高い声を上げる。

　そんなアリスの声をかき消すように、歌姫が放つビブラートが飛び込んでくる。

　胸の先端から与えられる刺激と、魂を揺さぶる歌声に、アリスはたちまち緊張と興奮の極致に達した。

「んんン……っ！」

　フレデリックの唇がアリスの乳頭を強く吸い上げる。甘やかな愛撫に、彼女は四肢を突っ張ってガクガクと震えた。

　歌声が余韻を残して徐々に引いていく。それと同時にアリスの意識も遠ざかる。

　もう何度目になるのか。気持ちも身体も昂ぶりすぎたアリスは、またしてもパタリと意識を失ってしまったのだった――










第七章

公爵様との一夜











「あ――こ、ここは……？」

　ふっと意識を取り戻したアリスは、かすれた声で呟く。

　何度か瞬きをして状況を理解しようとするが、傍らから「気がついたか」と声をかけられ、文字通り飛び上がってしまった。

「フ、フレデリックさま……!?」

「その様子なら大丈夫そうだな」

　フレデリックは心なしかほっとした面持ちで息を吐く。自分の左腕を支えに寝そべる彼は、ガウンだけを羽織った姿だ。

　湯を使ったのか、整えられていた髪もいつものように戻っている。ただ結ってはいなかったので、長い髪が肩口にかかっている姿はドキッとするほど艶めかしく見えた。

　おまけに大きく開いた襟からはたくましい胸板が見えている。アリスは瞬時に真っ赤になって、思わず両手で顔を覆った。

　同時に、彼とオペラへ行っていたことが思い出される。令嬢たちと言い合いになったところを助けてもらって、ボックス席に戻ったら、キスされて、それで……

　それ以降の記憶がないことに気づき、アリスは指の隙間から恐る恐るフレデリックを見やった。

「あの……わたし、また気絶して……？」

「ああ」

　アリスは思わずうめいた。

「ご、ごめんなさい。いつもいつも、肝心なところで……っ」

「いや、わたしが性急すぎたのだ。あのようなところでことに及ぶなど、紳士にあるまじき振る舞いだった」

　フレデリックがゆったりした仕草でアリスの髪を撫でてくる。結い上げていた髪はほどかれ、アリス自身もドレスではなくガウンを着せられていた。

　いったいいつの間に楽な格好にさせられたのだろう……と真っ赤になるアリスに、フレデリックがぽつりと答える。

「着替えさせたのは我が家のメイドたちだ。わたしは湯を使って今きたばかりだから、劇場のときのような不埒な真似はしていないよ」

「そ、そうですか……ありがとうございました……」

　一緒に寝台に寝そべっているだけでも、端から見れば不埒なことに思えるが……

　と考えて、アリスはふとフレデリックの言葉を反芻した。

「我が家のメイド、ということは、ここはフレデリック様の……公爵家のお屋敷ですか？」

「そうだ」

「で、では、このお部屋って、まさか……」

「わたしの寝室だが？」

　――まさかのフレデリックの寝室！　ということは、この寝台も彼が普段から使っているものなのだろう。そんなプライベートな空間に立ち入ってしまったとは……！

　いくら意識を失って運び込まれたであろうとはいえ、かなり失礼なことだけに、アリスは青くなった。

「も、申し訳ありませんっ。フレデリック様がお休みになるところなのに、わたしったら……！」

「ここを選んであなたを運び入れたのはこのわたしだ。謝ることはない。幕が下がる前に劇場をあとにしたから、誰かに見られることもなかった。……まぁ見られたとしても、婚約している者同士だ。特に醜聞になることはないだろうが」

「そ、それは、そう、ですね……」

　とはいえ、恥ずかしすぎる……気を失って運び出されただけでもかなり気まずいだけに、誰にも見つかっていないことを祈るばかりだ。

「伯爵家にも使いを出して、宿泊の許可を得ている。今日はここで休むといい」

「で、では、わたしはどこか別の部屋に移動して……」

「ここで休めばいい。これが我が家で一番いい寝台だ」

　確かに広々としていてふかふかで、かなり寝心地はいいけれど……

　フレデリックが一緒に横になっている場所で、ぐっすり眠れるとはとうてい思えない。

　それどころかかなり無防備な格好で、今にもふれあいそうな至近距離で横になる彼を見ていると、胸のドキドキが再発して、たちまち身体が熱くなってきた。

「フ、フレデリック様は、お休みにならないのですか……？」

　相変わらずアリスの髪を撫で続ける彼を見やって、アリスはそっと尋ねる。

　するとフレデリックはアリスの髪を一房手に取り、苦笑を刻む口元に押し当てた。

「眠れるものなら眠りたいが、あなたが自分の屋敷にいることを意識している限り、難しいな。劇場を離れ夜風に当たれば収まると思ったのに、互いの身支度で離れているあいだでさえ、ここの滾りがまるで収まる気配がないから」

　ここ、というのが彼の下肢にある男性の象徴のことだと気づいて、アリスはボッと真っ赤になった。

「安心しなさい。もうあなたを気絶させる真似はしないから」

　こうして一緒に横になっているだけでも、羞恥心ですぐに気絶しそうだけど……

　そう冷静に考える一方で、アリス自身もまた身体の奥がずくんと疼くのを感じ、ひどく戸惑った。

　劇場での愛撫が思い出される。恥ずかしくて緊張して、どうなるかわからなくて少し怖かったけど……決していやではなかった。

　キスと同じで、彼にふれられることは、むしろ喜ばしいことなのだ。

　だがアリスがそう思っていることに、フレデリックはまったく気づいていないに違いない。

　無理もないだろう。愛撫している最中に相手が気絶したら、相当嫌がられているか、緊張を強いてしまったと考えるはずだ。フレデリックのような生真面目で理知的な男性ならばなおさら、深く反省してしばらく手を出さないと誓う可能性が高い。

　アリスはひどく慌てた。ここでなあなあにしてしまったら、フレデリックはアリスの気持ちをまた勘違いして、彼女と距離を置こうとするかもしれない。

　そんなことはいやだ。それに、ふれられる心地よさを知った今となっては、アリスももう、なにもせずに彼の存在をただ感じて眠るということはきっとできない。

　その証拠に……身体がずっと熱いままだ。下腹部の奥のほうがむずむずして、吐き出す息まで熱い気がする。

　こんな状態で一夜を過ごすなんて……拷問にも等しい。

　だが、それをどうやって伝えればいいのだろう？　まさか自分から「もう一度さわってほしい」なんて、はしたないことを口にはできないし……

（……いいえ、恥ずかしがっちゃ駄目よ。今言わないでいつ言うの？）

　さっき、令嬢たち相手に言い返したときの勇気を思い出して。今ここで自分の欲求から目を逸らしたら、きっと後悔する。彼からふれられないことをもどかしく思って、身も心も燻ってしまうばかりだ。

（でも、なんて言ったらいいのかしら……）

　フィオナにあれほど閨のことを教わったのだから、男性への誘い文句もついでに教わっておけばよかったと、らしくもないことを考えたとき……

「……眠れないのか？」

　緩く目を伏せていたフレデリックが、そっとこちらを窺ってくる。

　ドキッとして顔を上げたアリスは、彼の薄紫の瞳の中にも自分と同じ熱が燻っていることをはっきり感じ取り、大きく息を呑んだ。

「あ……フレデリック、さま」

「落ち着かないなら、わたしは別の部屋で休もう。あなたはここで――」

「――ま、まって……！」

　起き上がろうとするフレデリックを、アリスは慌てて引き留めた。彼のがっしりした肩を掴み、思い切って身を乗り出す。

　ほとんどぶつかるようにして自分の唇を彼の唇に押し当てると、フレデリックがハッと目を瞠った。

「……アリス……？」

「い、いかないで、ください……っ。どうか、一緒に……」

「アリス……」

　アリスはゴクリと唾を飲み込み、意を決して彼の手を取る。そして大きな手のひらを、自分の胸の膨らみへ押し当てた。

　フレデリックが息を呑む。アリスは恥ずかしさのあまり涙目になりながらも、まっすぐ彼の目を見つめた。

「つ、続きを……オペラのときの続きを、してください……」

「アリス――だが、こういうことはまだ早いのでは……」

「早くないです、今がいいの……！　わたし、わたし……っ」

　恥じらっている場合ではない。緊張のあまり心臓は狂ったように鼓動を打ち、顔からは火が出そうだったが、アリスは気持ちを奮い立たせた。

「あ、あなたにふれられて、とても嬉しかったのです……！　心地よくて、もっとしてほしかったのに……びっくりして、倒れてしまって……っ。で、でも、もう大丈夫です。だから続きをしてください……！」

「しかし――」

「わたしも……つらいんです。身体が熱くて、眠れない……フレデリック様と一緒なんです……だから、お願い……」

　必死に言葉を重ねるアリスだが、フレデリックがなかなか頷いてくれないので、言葉はだんだん尻すぼみになる。

　やはり女のほうからこんなことをお願いするのは、はしたないことなのだ。だからフレデリックもあきれてものも言えなくなっているのだ……と、本気で泣きたくなってきた。

　彼の肩を掴む手から力を抜き、アリスはうなだれながら謝ろうとするが――

　その手をフレデリックが強い力で捕まえて、アリスの頭の横に縫い止める。驚きにアリスが目を見開いた瞬間、食らいつくような口づけが襲ってきた。

「ふっ、ぅう……っ、んん……！」

　突然のことにアリスは目を見開くが、優しく髪や肩を撫でられ、すぐに身体の強張りをとく。おずおずと身を委ねると、噛みつくようだった口づけは途端に優しくなり、口腔を探る舌の動きも穏やかになった。

　だがそのぶん頬の裏側や歯列の裏を執拗になぞられて、背筋をゾクゾクとした甘い疼きが這い上がってくる。

「ンン……ふぁ、はぁ……っ」

「アリス……アリス、アリス――」

　口づけの合間に、フレデリックは何度もアリスの名前を呼んだ。

「まったく、なんて可愛らしいことを言うんだ。あなたはわたしの理性を壊すつもりなのか――？」

「そ、そんな……んふっ……つもりは、な……は、あぁあっ……！」

　不意にフレデリックの手がガウンの襟から入り込んで、左の乳房を掴んでくる。熱い手のひらに優しく揉まれると、皮膚を破って心臓が飛び出しそうなほど高鳴って、アリスは自然と背をしならせた。

「はっ、あぁああ……っ」

「もうこんなに尖らせて――」

　フレデリックの指先が、乳房の頂を優しく擦っていく。鴇色に色づいたそこが擦られるほどに凝っていくのを感じ、アリスは羞恥と戸惑いにいやいやと首を振った。

「あ、あぁ、そんな……っ、ひぁっ、あぁあ……！」

　もう一方の乳房にも手のひらが這い、二つの膨らみがやわやわと揉み込まれる。

　尖りきった乳頭を指先で引っ張られると、甘い痛みがジンと肌の内側に沁みて、アリスは「ひぃん……っ」と泣き声を漏らした。

「なんと愛らしい――吸い付きたくなる」

「だ、だめぇ、そんな……は、あぁあああ……！」

　ガウンの前がはだけられて、上半身が露わになる。アリスの背に腕を回したフレデリックは、彼女の胸を突き出すようにさせると、なんと乳輪ごと左の乳首を口に含んでしまった。

　そんなことをするのは赤ん坊くらいだと思っていたアリスは、大人の男性が吸いついている場面を前に目を白黒させてしまう。

　だがいざそこをじゅっと吸われた途端、得も言われぬ愉悦が下腹に響いて、悲鳴じみた声が漏れてしまった。

「あっ、あぁ、や、やぁぁ……っ！」

　一方の乳首を指先でいじられ、もう一方を舌先で転がされ……異なる刺激にアリスは身をよじって声を上げる。

　だが強い愉悦に勝手に跳ねる細い身体を、フレデリックは易々と抱き寄せた。さらにはアリスのふんわりとした乳房にも唇を這わせ、時々強く吸い上げてくる。

「んんン……っ」

　かすかな痛みに目を開いてみれば、彼が吸い上げたところに薄赤い痕が浮かんでいるのが見えた。

「あなたがわたしのものだという印だ」

　上目遣いにアリスを見やったフレデリックが、片方の口角だけ引き上げて不適に宣言してくる。普段なら恐ろしさを感じるような言葉にも視線にも、今のアリスは激しく胸を高鳴らせるだけだ。

（フレデリック様のものだという、しるし……）

　そう考えると、もっとつけてほしいという願望が不意に芽生えて、アリスは耳まで赤くなった。

（そんなことを考えてしまうなんて、わたしったら……恥ずかしすぎる……！）

「よそ見をするな、アリス」

「え？　きゃっ！　あぁ……っ」

　帯がほどかれて、腰元に引っかかっていたガウンが一気に剥ぎ取られる。

　下着を身につけていなかったため、生まれたままの姿をさらすことになり、アリスは反射的に手足をぎゅっと縮めた。

　だが起き上がったフレデリックもまたガウンを脱いだのを見て、アリスはつい彼の身体を凝視してしまう。

　広くがっしりとした肩に、大きな胸板。服の上からはわからなかったけれど、腹筋はうっすらと割れていて、とても引き締まった男らしい身体だった。

　彫像のような美しさについつい見とれてしまうが、ふと彼の下肢に目をやったアリスは、声にならない声を上げてしまう。

　両手で顔を覆って小さくなったアリスに、フレデリックが苦笑した。

「そうあからさまに顔を逸らされると、少し傷つくが」

「え!?　ご、ごめんなさ……っ、あ、あっ、でも……やっぱり……っ」

　慌てて手をよけたアリスだが、だからといってすぐに直視できるようになるはずもなく。

　どうすればいいかわからず、涙目で硬直した彼女に、フレデリックは声を立てて笑った。

　アリスはびっくりしてフレデリックを見やる。彼が声を漏らして笑うところなど初めて見た。おそらくアリス以外の人間でも、彼のそんな表情を見たことは少ないだろう。

「フ、フレデリックさま……」

「ああ、失礼。おかしくて。あなたは本当に可愛らしいな、アリス」

「は、はぁ……」

　おかしいことと可愛いことがどう結びつくのかわからず、アリスはなんとも言えない面持ちで呟く。だが彼が肩を揺らして笑っているのを見ると、少しだけほっとした。

「まぁ、おいおい慣れてくれればいい。今はあなたを感じさせたい」

「あ、あぁんっ……」

　再び胸元に吸いつかれて、アリスは背をしならせる。彼が体重をかけてきて、二人の肌がピタリと重なった。アリスは伝わってくる彼の熱さにまたびっくりする。

「ん……フレデリック様、熱い……」

「あなたを思うとこうなるんだ。アリス――」

「ンン……ふぁ、あぁア……っ」

　伸び上がったフレデリックがアリスの耳元に舌を這わせてくる。耳朶をくすぐり、耳殻をなぞるように舌を這わせられて、アリスはゾクゾクと身を震わせた。

　耳を舐められながら胸を乳首ごと揉まれて、湧き上がる快感のせいでじっとしていられなくなる。アリスがもぞもぞと動くたび、フレデリックはそれをなだめるように、彼女の髪や二の腕を優しく撫でてきた。

「ああ……フレデリックさま……」

「アリス……そろそろ、こちらにふれてもいいか？」

「っ――」

　フレデリックの手がアリスの太腿をなぞってくる。

　足のあいだの秘められた部分こそ、この行為で必要とされる箇所だ。

　だがアリスは恐怖を感じて首をすくめてしまう。フレデリックは目ざとくそれに気づいた。

「やはり、いやか……？」

「いや、というか……その……怖いんです。わたし、今だってもう、すごくはしたなくなっているのに……もっとはしたなくなるんじゃないか、って……」

　口にするのも憚られると思いつつ、そろりと打ち明けると、フレデリックは軽く目を見開き――再び肩をクツクツ揺らして笑い始めた。

「……わ、わたし、またなにかおかしなことを言って……？」

「いや、おかしくはない。いじらしいなと思って」

　長々と震えていたフレデリックは、口元に笑みを残したまま、アリスの頬をそっと撫でた。

「はしたなくなっていいんだ、アリス。いくらでも乱れてかまわない。むしろわたしは、あられもなく乱れるあなたを見たいのだ」

「そ、そんなっ、恥ずかしい――」

「恥ずかしいぶん、気持ちよくなれるはずだ。わたしを信じてくれないか？」

　アリスの唇に軽く口づけ、フレデリックは真摯なまなざしを向けてきた。

「あなたがいくら乱れようと、どんなはしたない声を漏らそうと、わたしは決してあなたに愛想を尽かしたり、蔑んだりはしない。それを信じてほしい」

　アリスはハッとフレデリックを見やる。いつの間にか彼は笑いを引っ込めて、真剣な面持ちでアリスを見つめていた。

　彼の言葉にもまなざしにも嘘はないとわかって、アリスは強張っていた肩から力を抜く。

　こくんと頷くと、彼もまた安心したようにほっと息をついた。

「ただ、無理だと思ったらきちんと言ってくれ。言葉にできないなら、わたしの髪を引っ張っても、肌を引っかいてもいいから」

「そ、そんなことはしません……っ」

　アリスは慌てて答えるけれど、彼の両手が自分の膝裏にかかり、大きく足を開かせるのを感じた瞬間、自信がさっそく揺らぐのを感じた。

「あ、あぁ、駄目です、見ないで……っ」

　かすれた声で懇願するが、フレデリックの視線はアリスの下肢に集中している。いたたまれなくなって顔を両手で覆った瞬間、アリスは秘めやかな場所にぬるりとした感触を覚え、飛び上がるほど驚いてしまった。

「ひあっ!?　あ、あ、なに……っ、ふあっ、あぁああん……！」

　普段は意識することもない秘所の割れ目の部分を、ぬるぬるとなにかが這っていく。

　そちらに目をやったアリスは、フレデリックの頭が自分の足のあいだにあるのに気づき、まさかの思いに目を見開いた。

「フ、フレデリックさまっ、まさか、そこ、舐めて――？　んぁあああぅ……！」

　正解だとばかりに割れ目をちろちろと舐められて、アリスは大きくのけぞった。

「はっ、あぁ、だめ……っ、そんな、いやぁああ……っ、汚いのぉ……！」

　ほとんど泣きながら叫ぶアリスに、フレデリックは小さく微笑む。

「汚いものか。これほど赤く熟れて、蜜をこぼして……わたしを求めてヒクついている」

「いあ、あぁあっ……！　ひ、ひくっ、うぅう……っ」

　舐めるどころか、いつの間にか濡れそぼったそこに唇を押し当てられ、あふれる蜜を啜られて、アリスは羞恥のあまりすすり泣く。

　だが彼の唇が割れ目の上部へ滑り、慎ましく隠れていたある部分を刺激した途端、「ひっ！」と鋭い声を漏らしてしまった。

「ああっ、そ、そこ……っ」

「ここが、女性にとってもっとも感じるところらしい――」

「あ、あ、だめ――ああぁあ……っ」

　アリスはびくんっと大きくのけぞったまま、しばらく腰を落とすことができなくなった。

「い、あ、あぁああ―ッ……!!　ひぃっ、い、いあ、あぁあああ……！」

　神経が集まる部分をぬるぬると舌で舐め転がされ、さらには唇で挟んで吸い上げられる。

　あまりの刺激にアリスは足をビクビクと震わせ、首を打ち振ってあられもない声を上げ続けた。

　そこを舐められると下腹の底が火を入れられたように熱くなって、身体がどんどん高いところへ昇り詰めていく感じがした。

「はぁ、あぁっ、も……あぁ、だめ、わたし……もう……あぁああ……っ！」

　息が大きく乱れ、体中が快感に支配されてまともにものも言えない。頭の中はもう真っ白だ。下肢を舐められるたびピチャピチャという水音が立つのにも激しく惑乱して、アリスはうわごとを呟きながらびくんびくんと震え続ける。

「あぅっ……！　ひくっ、んぁあああ……っ」

　そのうち、足のあいだに異物感を覚えて、アリスは涙で濡れる瞳をしばたたく。

　そっと見やると、彼の指が一本、濡れそぼった割れ目からアリスの中へと差し入れられていた。

「あ、あぁ、そんな……っ、ひぅうう……！」

　異物感は確かにあるのに、再び芽を舐められると、たちまち意識はそちらに持っていかれてしまう。それどころか蜜壺を探る彼の指をきゅうっと締めつけてしまい、アリスははぁはぁと激しく喘いだ。

「ひっあぁっ、あぁああ！」

　フレデリックの指がある一点をかすめた瞬間、それまで以上の快感に襲われ、アリスは悲鳴じみた声を上げて腰をビクッと跳ね上げる。

「アリス……ここがいいのか……？」

「やぁっ、あ、あひっ……！　やっあぁあっ、あぁあああッ……！」

　ちょうど芽の裏側に当たる部分をこすられるとたまらなくなって、アリスは涙を散らせながら首を打ち振った。

　胸を大きく喘がせ、かすかに舌をのぞかせて呼吸するアリスに、フレデリックも「はぁ……」と欲望のこもったため息を漏らす。彼のそんな仕草にもアリスはひどく感じてしまった。

「や、やぁ、も、だめ……っ、あぁあ、もぅ……いやぁあああ……！」

　腰の奥が燃えるように熱い。なにかがせり上がってくる感覚に、アリスはどうしようもなく四肢を強張らせた。

　その瞬間、フレデリックの唇がすっかり膨らんだ芽をきつく吸い上げてくる。

「ひっ……!!」

　目の前がチカチカするほどの快感が走り、アリスは腰を跳ね上げた。

「ふ、ぁああああッ……!!」

　甘やかな悲鳴を上げながら、アリスは襲ってきた絶頂に呑み込まれる。身体の内側から熱い奔流が溢れ出ていく感覚に、全身がビクビクと引き攣った。

「……っ、は、はぁ……はぁ……っ」

　震えが収まらない手足をぐったりと投げ出して、アリスはぼんやりと目を開く。

　体中が重たく痺れている感覚がした。指先に力が入らない。それなのに心臓はこれ以上ないほど強く鼓動を打っていた。

「アリス――」

　ぼうっとしていると、フレデリックが低い声で囁いてくる。いつの間にか彼はアリスのそばに横たわり、細い身体を抱きしめて額や頬に口づけを繰り返していた。

「あ……フレデリックさま……」

「とても素敵だった、アリス……。達するときのあなたは、可愛らしいだけでなく、とても艶めいているのだな」

　……なんだかとても恥ずかしいことを言われている気がするが、まだ頭が上手く働かないアリスは、「ん……」ととりあえず頷いておく。

　フレデリックがまた笑って、アリスの唇にちゅっと口づけてきた。

「続けても大丈夫か……？」

「……続き……まだ、続きがあるの……？」

　どこか舌足らずな口調で問いかけると、フレデリックは「ああ」と頷き、アリスの腰を引き寄せる。

　すっかり勃起した彼自身が、アリスの薄い下腹に押しつけられた。アリスはにわかに正気に戻り、あたふたと視線を泳がせてしまう。

「あ、あ、フレデリック様、熱いの……」

「そうだ。あなたの艶姿を見ているうち、すっかりこうなってしまった。……正直、もう限界だ。あなたの中にこれを埋めたくて仕方がない」

　これ、と言いながら先端を太腿と秘所の間あわいに入れられて、アリスはふるりと小さく震えた。

「あ、あぁ、そこ……擦っちゃ……っ」

　そのままフレデリックはゆっくり腰を前後させていく。わずかに湾曲した彼の肉棒が秘所を滑るたび、溢れ出る蜜液が纏わりついて、ぬちぬちと卑猥な水音を立てた。

「あ、はぁ、はぁ、んっ……」

「気持ちいいか……？」

　腰をしっかり抱えられ、本格的に肉竿を擦りつけられる。アリスは頭を反らして身悶えながら、感じ入った声を漏らした。

「あ、い、いい……っ、気持ちいい、です……んぅ……ふぁ……っ」

　アリスが素直な感想を告げると、フレデリックはアリスの唇にキスして、舌を差し入れてくる。アリスもおずおずと彼の舌に自分の舌を擦りつけた。

「っ……たまらんな……」

　フレデリックは大きく息を吐くと、身体を起こしてアリスに馬乗りになる。彼の大きな身体を感じながら、深くなった口づけを受け取るアリスは、いつの間にか自ら腰を揺らしていた。

「ん、んぅ……っ、ふぁぁ……っ」

　肉棒のくびれたところが快感の芽を擦っていくのがたまらなく気持ちよくて、つい腰を浮かして彼の動きを追ってしまう。

　やがてフレデリックはアリスの舌をじゅっと吸い上げ、唇を離した。

「あ、あぁ、フレデリックさま……」

「アリス……もう我慢できない。わたしを受け入れてほしい」

　彼が自身を掴んで、丸い先端をピタリと入り口に押し当ててくる。絶えず蜜がとろとろとあふれる蜜口はほころんで、刺激を求めてヒクヒクと震えていた。

　ぐっと押し上げられる感覚にアリスはビクつくが、チラリと見たフレデリックの様子はひどくつらそうだった。

　ずっとアリスを高めることだけに集中して、自分の欲望を後回しにしてきたのだ。すぐにでも解放したくて仕方ないのだろう。

　それでもアリスに伺いを立ててくれる――その優しさに泣きそうになりながら、アリスはしっかり頷いた。

「はい……。フレデリック様、きて……っ」

「……っ」

　潤んだ瞳で見つめると、フレデリックはかすかに息を呑み、アリスの腰を抱え直す。

　亀頭が浅く入り込み、指とは比べものにならない圧迫感に、アリスはひゅっと息を呑んだ。これ以上ないほど足を開かされ、無防備になったそこに、彼の屹立がぐっと押し入ってくる。

「ひっ……！」

　アリスは大きく目を見開き、たちまち四肢を強張らせた。さっきまでだるくて仕方なかった身体が、貫かれる痛みにみるみる感覚を取り戻す。それどころか押し入ってくる異物を押し出そうと、あちこちに力が入ってしまった。

「は、あぁ……っ」

「アリス……なるべく、息を吐くんだ……っ」

　先ほどまで恍惚としていた面に苦悶の色を浮かべながらも、アリスは必死に息を吐き出す。フレデリックが乳房に手を伸ばし、未だ尖ったままの乳首をいじってきた。

「んんっ……！」

　遠ざかっていた甘い疼きがよみがえり、アリスの身体からふっと力が抜ける。

　その瞬間を逃さず、フレデリックは一気に腰を進めた。

「はぁあああ……っ！」

　ずぶっ……と長大な肉棒が埋められる。痛みというより圧迫感が強くて、アリスの呼吸はどうしても浅いものになってしまった。

　はっ、はっ、と肩で息をするアリスの背を、フレデリックが大きな手で撫でてくる。

「すまない、アリス……痛むだろうな。すまない……」

　だが彼のそんな声を聞くと、いつまでも痛がっていられないという気になり、アリスはぷるぷると首を左右に打ち振る。

「あ、謝らないでくださぃ……い、痛いけれど、嬉しいの……」

「嬉しい……？」

　フレデリックが不思議そうに尋ねてくる。アリスはヒリヒリする下肢から意識を反らそうと、フレデリックの薄紫の瞳をまっすぐ見つめた。

「だって、わたし……これで、フレデリックさまのものに、なれたんですよね……？」

　フレデリックはわずかに目を瞠り、次いでかすかに苦笑した。

「ああ、そうだ。これであなたはわたしのものだ。……同時に、わたしもあなたのものだ」

「フレデリック様が、わたしの……」

　小さく繰り返すアリスの唇をフレデリックがキスで塞ぐ。舌を絡め取られるまま、夢中で粘膜を擦りつけていくと、痛みも薄らいでうっとりとした心地が戻ってきた。

「ふ、ぅん……っ」

「アリス……愛している。あなたのその健気なところも愛おしい」

「わ、わたし、も……んんっ……すき……フレデリック、大好き……！」

　思いの丈を吐き出すと、フレデリックがかすかにうめいて顔を上げる。

「アリス――すまない、もうじっとしていられない。動くぞ……っ」

「え？　あっ……あぁう、うっ……」

　最奥まで埋められていた肉棒がずるりと引きずり出され、抜けるギリギリのところで、再びずぶっと押し入ってくる。開かれたばかりでヒリヒリする蜜口を肉棒がかすめていくたび、ピリッとした痛みが走った。

　しかし、彼の指が快感の芽にふれると、痛みの中にも愉悦が戻って、アリスは「あぁああん……っ」と甘い声を漏らしてしまう。

　のけぞったアリスの胸元に顔を埋め、乳首を吸い上げながら、フレデリックは巧みに愛撫を施した。

「はぁっ、あぁ、あん……っ、んく……っ」

　乳首をちゅうっと吸われ、ゾクゾクする快感に背筋が震える。初めはぎこちなかった抽送もなめらかになっていき、アリスの中でも快感が大きくなってきた。

「あっ、あぁ、ひ……んあああ、あぁっ……」

　恥ずかしい声を止められない。フレデリックの動きも大胆になってきて、身体ごと激しく揺さぶられる。

　彼が出入りするたび、繋がったところからぐちゅぐちゅと水音が響いて、アリスは恥ずかしく思う以上に、なぜだかとても興奮した。

（はしたなすぎるわ……でも……）

　そっと目を開けば、眉間にかすかに皺を寄せたフレデリックが荒い息をついているのが見える。苦しげな表情が少し心配になるが、アリスの視線に気づいて目を開けたフレデリックは、薄紫色の瞳いっぱいに愛情と欲情を讃えていた。

「フレデリック、さま……んんんっ……」

「アリス――」

　ぶつかるように口づけられて、舌を強く絡められる。欲望を素直にぶつけられて、アリスはおびえるどころか、身体の芯から熱くなった。

（熱くて、気持ちよくて……溶けちゃいそう――）

　いつの間にか痛みも引いて、彼が与えてくれる愛撫に全身が蕩けそうになっている。

　アリスの口腔を舐め回し、ほっそりした身体の線を大きな手でなぞっていたフレデリックは、やがてぐっと息を詰めて大きく腰を打ちつけてきた。

「あんっ！　ひあっ、あぁ、あうっ……！」

　反り返った肉棒が膣壁を擦り上げていく。そのたびにビクビク震えながら、アリスも再びやってきた絶頂の予感に激しく首を打ち振った。

「ふあぁぁっ……！　ま、また……ひぅう……っ！」

「……わたしも、もうっ……」

　フレデリックが息を詰める。アリスを抱きしめる腕にぎゅっと力がこもり、二人の身体が隙間なく密着した。

「あぁああああア……ッ!!」

　ずんっと腰を打ちつけられて、アリスはその勢いに呑まれるように再び快感を極めてしまう。

　フレデリックも荒く息をついて、これ以上ないほど腰を押しつけてきた。

　きゅうっときつく締まった蜜壺の奥に、熱い奔流が押し寄せる。どくどくと注がれていく熱い感覚に、アリスは涙が出そうになった。

（なんて熱い……っ。これ、フレデリック様の……）

　フレデリックはアリスの肩口に額を埋め、しばらく身を強張らせていたが、やがて大きく息をついて、腕の力を緩めた。

　逆にアリスは投げ出していた腕をそっと彼の背に回して、汗ばんだ肌を撫でる。顔を上げたフレデリックは、軽くふれるだけの口づけをアリスの頬や顎、鼻先に繰り返した。

「アリス……ありがとう。とてもよかった。すまない、乱暴にしてしまって……」

「いいえ、いいえ……。ちっとも乱暴じゃありませんでした」

　はぁはぁと息を乱しながらも、アリスは微笑みを浮かべる。慣れない行為に身体は疲れているし、痛みもあったけれど、それ以上に心がすっかり満たされていた。

「とても、優しくしていただきました。あなたと一つになれて……すごく嬉しかった」

「ああ、アリス、そんな可愛いことを言っては駄目だ。また盛ってしまう」

　言いながら軽く腰を動かされて、アリスは真っ赤になった。

「え、も、もう一度するの、ですか……？」

「わたしとしてはそうしたいが、あなたは疲れているだろう。もう休みなさい」

「い、いいえ……！」

　アリスは自分でもびっくりするくらい積極的になって、フレデリックの首筋に腕を回した。

「フ、フレデリック様がまだ足りないなら……お、お付き合い、したいです」

「アリス――」

　フレデリックはわずかに目を瞠ったのち、許しを請うように天を見上げた。

「そんなことを言って……どうなっても知らないからな？」

「え？　そ、それは……ああっ、んっ――」

　再びゆるゆると腰を動かされて、アリスはゆらりと立ち上った快感に息を詰める。

　フレデリックの唇が重なってきて、アリスはおずおずと舌を差し出し、彼の欲するままに動いた。

　まだまだ夜は終わらない。

　そのことにほんの少しの危機感と、多大な喜びを覚えながら、アリスは愛するひとの銀の髪にそっと指を通して、幸せな笑みを浮かべるのだった。










第八章

公爵様のプロポーズ











　翌朝、アリスは幸せいっぱいの胸と、筋肉痛の重たい身体で目を覚ました。

「おはよう、アリス。思っていたより早起きだったな」

「フ、フレデリック様っ!?」

　寝台でぼんやり横たわっていたアリスは、不意に声をかけられてビクッとする。

　同時に天蓋から下がっていたカーテンが開けられ、とっくに昼の格好に着替えたフレデリックが顔を出した。

「ま、まぁ、わたし寝坊してしまって……？」

「いや、まだ朝の十時頃だ。この時期の貴族はみんな昼に起きるのが普通だから、わたしたちは相当早起きだよ」

　言いながら、彼は剥き出しのアリスの肩にガウンをかけた。

　アリスが袖を通しているあいだに、彼はポットから紅茶を注いで渡してくれる。

　男性が目覚めのお茶を注いでくれるなんて、まるで夫婦の朝のようだ。恥ずかしさと嬉しさで真っ赤になったアリスは、濃いめに淹れられた紅茶をありがたく受け取った。

　だがほっと人心地ついたのも束の間。いきなり、フレデリックがその場に膝をついた。

「フ、フレデリック様、おやめください！　公爵ともあろう方が跪くなんて……！」

「公爵だろうとなんだろうと、愛する女性にプロポーズするなら、跪くのは当然だろう」

「えっ……」

　目を丸くするアリスに、フレデリクックは懐から取り出した小箱を取り出す。蓋が開けられ、なんだろうと思ってのぞき込んだアリスは、思わず大きく息を呑んだ。

「フレデリック様、これ……！」

「あなたとの婚約が決まってすぐに作らせたものだ。昨日の夜のうちに届いていたというのでな」

　箱に収まっていたのは、細い銀の指輪だ。中央には綺麗にカットされたアメジストが輝いている。『真実の愛を守り抜く』という意味があるアメジストは、結婚指輪にぴったりなのだと、以前フレデリックと訪れたブランド店で店員が口にしていた。

　今このタイミングで、その石のはまった指輪を贈られる意味を察して、アリスは感激のあまり口元を両手で覆ってしまう。

「まずは、夕べのことを謝らせてくれ。結婚前でありながら、あなたの純潔を奪ってしまったことを。お互いの合意の上とは言え、やはり対外的に見て性急すぎたことは否めない」

「は、はぁ……」

「だが、おかげでわたしは確信した。もうあなたの『婚約者』という立場では満足できない。あなたにふれるどころか、こうしてそばにいるだけで欲情する始末だ。早急に結婚し、あなたの夫となる必要がある」

「……」

　いつもと変わらない無表情且つ綺麗な顔で、生真面目に言われて、アリスはなんと返したらいいのかわからず呆然としてしまう。

（というより、そばにいるだけで欲情する始末って）

　欲情などかけらも感じさせない怜悧な面持ちで言われても……と思ったが、こちらをまっすぐ見つめるフレデリックの視線は真剣そのものだ。アリスはじわじわと赤くなった。

「……駄目だろうか？」

「い、いいえっ、そんなことは……！」

　アリスが長々黙っていたから不安になったのか、フレデリックがわずかに眉を下げて問いかけてくる。なんだか子犬みたいで可愛いと思ったアリスは、次いでぽろっと涙がこぼれるのを感じ、大いに慌てた。

「あ、ち、違いますフレデリック様、悲しいんじゃありません！」

　ぎょっと目を瞠ったフレデリックが、また勘違いしては大変だと、アリスは涙を拭いながら急いで説明した。

「嬉しくて、涙が出たんです……こんなふうにプロポーズしてくださるなんて、思ってもみなくて……わたしもフレデリック様と、結婚、したいです……あなたのことをとても愛しているから」

「アリス――」

　フレデリックが感極まった様子でアリスを抱きしめる。アリスもぎゅっと彼の背中に腕を回した。

「ありがとう、アリス。――そうと決まればすぐに結婚式だ。教会に行って特別許可証を手に入れなければ」

「あ、で、でも、結婚式は、もう少し先のほうがいいかも……。――いえ！　結婚したくないわけではなくて！　義姉がもうすぐ出産なので、落ち着いてからのほうがいいと思ったんです！」

　フレデリックがまたも眉尻を下げたので、アリスは慌てて説明した。

　フレデリックも納得した様子で、顎に手を当てて考え始める。

「確かにそうだな。伯爵夫人の産後の肥立ちも考慮しないと……そもそも赤ん坊はいつ生まれる予定だ？　それによって式の日取りも変わりそうだが――」

　そのとき、寝室の扉が外からノックの音が響いた。

「失礼いたします、旦那様。ロルディ伯爵家から使者がいらっしゃいまして――」

「伯爵家から？」

　首をかしげたアリスに、入室してきた老執事はにっこり微笑んで頷いた。

「伯爵家に無事に男の子が誕生したそうです。お二人がオペラにお出かけになってすぐに伯爵夫人が産気づき、今朝方お生まれになったそうですよ」

「まぁ……！」

　喜ばしい知らせに、アリスは頬をバラ色に染めて手を叩いた。

「なんて素晴らしい報せかしら……！　赤ちゃんもフィオナも無事なの？」

「お二人とも健やかとのことです。ただ産後でお疲れで、伯爵様も夜通しついていらっしゃったので、今はお休みになっているとのことです」

「それなら、訪問は夕方以降のほうがよさそうだな。すぐに使者にそう伝えてくれ」

　フレデリックの言葉に執事が一礼して立ち去ると、アリスは歓声を上げてフレデリックに抱きついた。

「よかった、本当によかったです……！」

「ああ、めでたいことだ。出産の祝いを持っていかなければな。うんといいものを用意しよう。わたしたちの結婚もすぐに認めてもらえるように」

「まぁ、フレデリック様ったら」

　ちゃっかり付け足したフレデリックに、アリスはつい噴き出してしまう。

　くすくす笑うアリスを見て、フレデリックも口角を引き上げ穏やかに微笑んだ。滅多に見られない極上の笑顔に、アリスの胸が甘くときめく。

　フレデリックも似たような気持ちだったのだろうか。視線が絡み合った瞬間、二人はどちらともなく身体を寄せて、唇を重ね合わせた。

　幸せな気持ちでキスに浸っていたアリスだが、フレデリックの手がさりげなくガウンの帯をほどいているのに気づき、目を丸くする。思わず視線で問いかけると、彼は少し意地の悪い笑みを浮かべた。

「訪問は夕方になったからな。それまで寝室で過ごしているのも悪くないと思わないか？」

「そ、そんな、フレデリック様……んっ……」

「少なくても、あなたの身体はいいと言っているが」

　ガウンのあわせから忍び込んだ手に柔らかく乳房を掴まれて、アリスは真っ赤になりながらも、降参だと微笑んだ。

「でも、あの、優しくしてくださいね。あちこち痛くて……」

「もちろんだ。この上なく優しくする。あなたはわたしが愛する唯一の女性なのだから」

　愛おしさのこもったまなざしを向けられて、アリスは嬉しさに涙ぐみながら、そっと自分から彼の唇に口づけた。

「フレデリック様、大好きです――」

　フレデリックも嬉しげに笑みを深め、アリスの身体を抱きすくめる。

　まぶしい日差しが降り注ぐ中、恋人たちは飽くことなく愛を深め合っていくのだった。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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